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日本体育学会体育心理学分科会会則

第1条本会は日本体育学会体育心理学専門分科会と称する．

第2条本会は体育・スポーツに関する体育心理学研究の発展のため，会員相互の情報交換を行い，研究
と実践を推進することを目的とする．

第3条本会は第2条の目的を達成するために次の事業を行う．

(1)研究会の開催

（2）会報の発行

（3）会員の研究に資する国内，国外の情報の収集と紹介

（4）その他，本会の目的に資する事業

第4条本会の会員は本会の趣旨に賛同する者で，本会の会費を納入した者とする．

第5条本会に次の役員を置く

(1)会長1名

（2）運営委員若干名

第6条本会の会長の任期は2年を原則とする．ただし，運営委員は留任を妨げない．
第7条本会の会議は総会と運営委員会とする．

第8条総会は，次の事項を審議決定する．

（1）会長および運営委員の選出

（2）事業報告および収支決算

（3）事業計画および収支予算
（4）会則の改正

（5）その他

第9灸総会は年1回，日本体育学会の開催地で開催し，当日の出席会員をもって構成する．
"10条会長は運営委員の投票により互選する．会長候補者が過半数に満たない場合は，出席会員の3分

の2以上の賛成によって決定される．

第11条会務の執行は，運営委員と協議のうえ事務局が担当する．

第12条本会の経識は会員の会賀（年額1000円),日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって
支出する．

第13条本会の会計年度は日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門分科会総会までとする．
第14条本会の噺務はﾂ聡局で行い，当分の間，筑波大学体育科学系内

（〒305-8574茨城県つくば市天王台1－1-1,TEL&FAX:0298-53-2686)に置く．
弧猟jには幹覗（若干名）を置き，任期は4年間とする．

平成7年10月5日施行．

体育心理学専門分科会撰出の日本体育学会の役員

任期：､F成11年4月1日～平成13年3月31日
理Wf:3名

杉原隆猪俣公宏徳永幹雄（順不同）
〃餓卿i:22名

阿江美恵子落合優竹中晃二藤田厚

荒木雅信加貨秀夫調枝孝治山本勝昭

徳 永 幹 雄石 丼源信海野孝吉田茂

伊 牒 政展工藤孝幾中込四郎吉本俊明

『w村操一近藤充夫橋本公雄（五十音順，敬称略）

猯俣公宏杉原隆船越正康

なお，上側｡評縦員の先生には，体育心理学専門分科会の運営委員として同期間活動して頂くことになって
います．
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はじめに

日本体育学会体育心理学専門分科会

事務局代表中込四郎（筑波大学）

第47回体育学会（千葉大学）後，九州大学より専門分科会事務局を筑波大学

がバトンタッチし，「次のオリンピック開催の年まで」と，4年が経過いたし

ました．その間，学会大会の分科会関連の行事を計画したり，学会本部との対

応を行ってまいりました．また，この会報づくりも仕事の一つでした．

昨年の50回記念大会（東京大学）に象徴されるように，マンモス化した日本

体育学会は，大きな転換期を迎えているようです．しばらく，試行錯誤の時期

が続く必要があるように思われます．どちらかというと，学会大会は体育・ス

ポーツ学の統合を，そして分科会活動は分化を指向するイメージを持ってまい

りました．昨年は，イブニングシンポジウム・レクチャーといった形態で私ど

もの分科会でもいくつかの研究グループが中心になり，活発な討議の場をもつ

ことができました．これらが，学会大会とは別に主体的な研修機会としてさら

に発展していくことが望まれます．年に1度の学会大会では，これらの研究グ

ループが成果をもちより，同じ土俵で討議できるとさらに良いように思われま

す．

この4年間，前事務局の遺産を食いつぶしたような部分もありましたが，会

員の協力を得ながら大過なく分科会事務局としての責を果たすことができまし

た．感謝申し上げます．次期の事務局の活動に対して，事務局経験者としての

立場からも協力できることを願っております．会員の皆さまにもこれまで以上

にサポートいただけますようお願い申し上げます．

平成12年8月
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＜特別寄稿＞

｢体育心理学研究以前の話」

1）長い間役立たずな研究ばかりですみません

私は今年いっぱいで定年です．それで，事務肘

から砿い{iﾙ究の話は，キーノートレクチャーで，

'炊らかい話は会報で，「雌後ですから自由に何で

もおf!ドきくだきい」というありがたいお言葉をい

ただきました．しかし，この自由さは，体育関係

の雑誌糊蛎群から「子と．もの生きる力を育てる体

育」とか「2111t紀の体f『・スポーツ」といった，

と:こから手をつけたらよいか困惑するタイトルを

いただいた時に抱く.，ある種の不I剤曲さに近いも

のです．何でも書いてよい自由とは，何でも沓:い

てよい「権利」を意味しますが，それを自在に醤

ける「資格」があるかと悩むものです．まあそん

なに文ｲﾘをいわずに111でも番いて，定年後は自由

|‘|在に余碓を送りなさいとの励しと感謝し筆をと

I）ます．

私が体育'j』:会の体育心珊学分野で初めて発表させ

ていただいたのは,1966年の第16m1ﾉ<会（北海遊

大学）です．以来，本年の51回大会まで，毎I目1無

避刻雌欠勤（発表時間オーバの常習省）で発表

し，皆様には大変お世論になりました来年の52

lul大会は振l)出しにもどり北海道大学です．私の

発表は,llilかれた方の多くが，「と‘うして，あの

ような研究が，体育心f'l1学と関係があるのか」と

忠われたと思います．ここで深く反街すると共

に，キーノートレクチャーでの月[_L紹介の時間が

広島大学総合科学部調枝孝治

もったいないので，はずかしながら，変な体育心

理学？の研究生活35年間を駆け足でお話したいと

思います．特に，若い研究者の方への参考にでも

なれば幸いです．

2）応用科学としての体育心理学

皆さん「体育心珊学」は何を教育・研究する分野

なのでしょうか．多くの人は，この種の髄間を年

寄I)から受けた経験があると‘思います現在の若

い学生なら，「それは体育の先生になる人が必要

な教職科目ですが，同じような内容の教育心理学

という教職科目もあります．しかし，先生にはな

れないし，忙しいのに，どうにかなI)ませんか

ね」と言うでしょう．そうなんです，体育心理学

は教育心理学の体育への応ﾊ1から出発したので

す‘つまI),体育の教授・学習過程で生じる諸問

題に教育,L,理学の原理や方法を適用する分野なの

です．教育心理学はというと，教育全般の詣間題

に心瑚学の原理や方法を適用する分野・・・と続

くのです．

私が広島大学に入ったのは1958年です‘小‘

中・高校と運動・スポーツにIﾘlけ暮れて，大'¥:で

は体系的な理論と実践を期待して入学しました．

しかし，多くの教授から「体育学」の体系化はこ

れからだから，耕たち頑張るのだよと期待されま

した．当時,I噂|虻大学で体育学部があったのは東

京教育火だけでした．そして，そこを卒業した人
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たちの多くが，各地の大学の教育学部や教養部に

配属されました．体育は教育学部の教科教育の一

分野としての体育と教養部の一般体育科目でし

た．そのため，体育のカリキュラムは，医学，哲

学，教育学，心理学，統計学などの専門分野から

の知見や方法を体育分野へ適用したもので構成さ

れていました．それは，当時の体育学部でさえ教

員養成的(応用的）色彩が強い講義内容でした．そ

ういう観点からいえば，私たちの世代は，最初に

基礎学問をしないで，のっけから応用学問をして

きた変則学生だったのです．

それでも，最初は応用科学としての体育に興味を

もちましたが，少し深く探求するといつも文献

は，親学問の分野のものでした．それは，体育学

の歴史が浅いためと観念しましたが，他方ではとﾞ

うして応用ばか{')で体育学独自の基礎学問がない

のかと考えていました．反而，基礎学問の文献を

通して，理論や方法の数々を目にすることができ

多領域の動向を知り得たことは幸いでした．現在

の約40歳以~Fの体育学の研究者から，体育学の体

系が広範囲で自分の領域だけ理解するのも大変で

すという声を聞きます．それはそれとして結櫛な

話ですが，応用科学としての体育学に必要な多領

域への興味・関心の希薄さや研究上の発想の貧困

さが問題となってきつつあります．

3）親学問としての心理学

そうこうするうちに学部卒業となりましたが，体

育心理学の教授から親学問の大学院への進学を勧

められ，教育学部の学習心理学の講座に入りまし

た．学習心理学の教授は，わが国では学習の数理

モデルによる研究の先駆者であり，日本人間工学

会の会長をされていました．数学嫌いの多い心理

学の世界では特異な教授でした．私の数学嫌いを

見抜かれた教授は，「私はあと一年で退官すが，

とにかく体育学の基礎はスキルの研究です．君は

スキルの研究で体育学に貢献をしなさい」と言わ

れ，皆様よ〈ご存知のPerceptualan(lMotor

Skillsという雑誌を腓入していただきました．し

かし，「心理学教室の図醤室にある心理学の本は

読まないように1．図普のりi務官にも1淵枝君には

本を貸し出さないよう言ってあるから」という

困った御下命でした．心理･｝たの本を抗むなという

御下命の喪には，「そっと|想れて読みなさい」と

いうことと勝手に解釈し，ヴェテラン‘};務官の厚

意でいろいろな心理学のl世界を覗かせていただき

ました．

それからは，一週間に一・度．自分でどえたことを

教授に報告に行きました．それは，明けても藤れ

てもスキルの概念，性質，モデルなどの詳細な理

解を要求されました．ざらに，私が早く実験をし

たいと申し出ると，そんなにしたいのなら，まず

実際の現場で何が起こっているかを理解するため

に，教養部の先生のサッカーのケーム分析を手伝

いなさいということになりました．間魑はその日

のケーム分析のデータ整理をし，翌朝数授の前で

説明するという忙しきでした．ところが，その説

明の結果は散々で，経験的に発見された関係は，

その背後にある基礎的なメカニズムを説明しない

もので，既成のスキルの概念の分析に終始して，

その機能的側面を閑却していました．それを，約

半年間ほど継続した時点で，教授から「良い理論

ほど実践的なものはない．実験をする前に相当な

見当をつけたことを検討するのなら許すが，現状

では無理．、事実を兄てもそこから理論を構成する

頭がなければそれは生きてこない．この意味で事



実に即した理論的思索は，科学の股も大切な方法

である」と-一蹴されました

そんなこと言われても修士論文の実験がせまって

いました．そこで，情報理論の観点から次のよう

な研究計画を考えました．運動スキルの習得過程

には，情報処理過程が存在し，そこでの情報で対

象を制御することが重要である．人間の運動制御

は，あるに|的を達成するために，エネルギーの消

欝だけでなく，情報や制御の処理も伴うこのこ

とによI),運動行動が組織化する．また，運動ス

キルは，その完成と考えられている，ある全体的

成就に向かって動く系列を形成しているものと考

えれば，異なった連動要素間の協応や組織化が重

要な研究課題となる．そこで，運動スキルの課題

で最も複雑なスキルは，タイミング・コントロー

ル（適時性）だということで，小学生を用いて移

動指標に対してバレーボールを投げて一致させ

る，一致タイミングスキルの学間実験の許可を受

けに行きました．すると，「考え方は大体よろし

い．その考えた内容を具体的な装置として再現し

なさい」ということでした．

やれやれこれは大変なことになったというのが本

音でした．当時の心理学教室には，竹井機器工業

製の「見越し反応装置」のカタログがあI)まし

た．しかし，その装置では，上記のような考えを

検証することは無理でした．そこで，実際のボー

ルケームで発現する基本的スキルとしての，ボー

ルを（つかむ－投げる）という動作の結合過程や

タイミング．コントロールのスキルの習得過程を

分析するための大掛かりな実験装置を作りまし

た‘

このときに気づいた点は次のとお#)です研究で

は既存の理論を修正していくため，少しでも新し

い考えが生まれれば，それを検証するための方法

3

も修正しなければならないという点です．その‘占

を推し進めれば，研究仮説が十分でないのに既製

品の装置に安易に手を出したり，その装置や方法

に合うように仮説を立てたりする愚を冒さないこ

とが重要です．また，しばしば同じかあるいは他

領域の先端的な研究者に，その人の方法や装置の

みを指導してもらっても．一向に研究が進まない

人に出くわします．この人は，方法や装置は何か

を検証するために工夫されているので，その工夫

された何かの内容が理解できないと，その方法や

装置は「猫に小判」となりかねない点に気づいて

いない人です．確かに科学は，その成果の完全性

に注意が向きますが，そのような成果を産出でき

る方法の合理性に絶大な信頼性を置いています．

さらに，客観的な方法は，科学的成果の再現性が

保証されているため，誰にも理解されやすいので

注意が向き易いことも良くわかります．

現在のようにコンピュータ全盛の時代では、一昔

よりも，より研究の発想を方法的に再現すること

が容易になっている面はあlツますが，朝から晩ま

でコンピュータの前にへばりついている皆さんは

どう思われますか．

4）研究組織が弱いと自分の専門が変化します

そんなわけで，何とか実験を終え修士の論文を

書くことができました．それにしても，この2年間

の研究トレーニングが私の将来を決定づけたと思

います．体育心理学の応用と基礎で悩んでいた学

部生の頃と比較して，両者の重要性が幾分かは明

瞭になりつつあ(1ました．

例えば，（1）科学は事象の構造やその機能をあ

りのままに把握し，この過程や条件を分析するこ

とによって，その事象の基底に存在する原理法則

を見つけることである．それと|司時にその原理法
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則を同様な事例に適用して，事象に望ましい変更

を加えかつ新しい事象を創造すること．そして，

科学的方法としては前者を観察（調査）と呼び，

後者を実験（発明）と呼ぶということ．（2）実験

場面は現実との量的一致を求めるものではなく現

実の主要な本質的構造を「移調」（移調とは，本

質的な構造的特長を変えないで，そのまま残して

変容すること）したものであり，したがって実験

場面が単純で常識的であっても事象の本質的認識

にとっては極めて重要なこと．

（3）心理学の基礎を特徴づけている実験心理学

は．感覚，知覚，注意，学習，動機，個人差なとﾞ

を対象にしているが，これらの知見が即応用場面

ですぐに役に立つことを確約することはできない

場合が多い．応用場面は多様で複雑な特殊目的が

必ずあり，その目的との関係で，多要因を相互に

関係づけたり評価したりしなければ効果が上がら

ない．そこでは，目的を達成するために分析きれ

た基礎的な事実から，望ましい条件を構成するた

めのシステム思考が要求される．

このような研究者としての心榊えは，科学的研究

の世界に入って行くにあたっての親学問からのう

れしいプレゼントでした．最初の就職先は広島工

業大学でした．ここでの2年間は，もっぱら教養課

程の体育実技と機械工学の助手の先生から実験装

置の作成を教わりました．それこそ研究課題の解

明という目的に有効な_1二学的知識と技術の再編ス

キルの習得でした．それから，小・中学校の教員

養成課程の横浜国立大学へ移し)，体育心理学と教

養課程の体育実技，それに卒業論文の指導でし

た．大学院のない教員養成大学の{iﾙ究費は，こん

なに研究費が少ないのかと鮪きましたが，今から

思えば，応用場面の連続で，過去の教えを忠実に

守って最も頭と手足を動かした8年間でした．ま

た，研究室のゼミでは,llcl)b(1966)の「行動学入

門」を，私が生理'芋の川‘譜で．唯瑚'.;:の教授が心

理学の用語で読il}:会を行うという蛍砿な体験をし

ました．領域の異なる1人l容を蝿解したのは良かっ

たのですが，逆に心理''；:の川語が如何に物質的，

生物学的基礎にfiかれていない川語であるかをそ

の時に気づきました．そのため，｜可じ|矛|地に住む

機械工学の先ﾉli(il,i熱環境の制御）から，運動制

御に興味があるなら「サイバネティックス研究

会」に参"llしたらと'うかということで，数年間そ

の会に出席しました．この研究会は'ii'i報と制御に

関係した研究であれば，来る荷は拒まないという

学際的な研究会でした．そこでは雄礎とか応用と

かのレベルではなく，何か新しいことがわかれ

ば，どんな髄域だって接触するという真にハイレ

ベルな研究会でした．

学生紛争.が収束にli'jかう1|1で，広島大学の統合移

転に合わせて体青学部の魚ﾘ‘没榊想が浮上しまし

た．私にも手伝いなきいということでn本で初め

ての総合科.学部へ移I)ました．体育,･撲部の構想案

は，横浜国立大学で作りました．本来の意味での

体系的な専門学部の術想ということで，当時とし

ては画期的な案だったと自負しています．

なぜなら，文部街，大,.jとの学部構想の意思決定機

関から修正を受けなかったのですから．しかし．

時の中曽根臨時行1'i[-fl.相が新設学部は凍結すると

いうことでダメになりました．しかし，鹿雁体育

大学はでき，政治のlll界にあきれはてました．統

合移転地の体育学部III地は晩IIf場となI)ました

皮肉にも6代目の創設準備籠農の私が「虎は死して

毛皮を残す．体育学部死して駐!脾場残す．」とい

う迷言で幕リ｜きを光］′しました．

その後，総合科学部の理系に属し，教養教育のス

ポーツ実判，′k体行動科･':コース（生命科学，′L，



理学，健康スポーツ科･学から術成された組織）

で，運動,L､理学，健康科･学実験や波習，それに，

大学院の生物圏科,学研究科で環境心理学の識義と

次第に「体育心理学」から離れていきました．こ

の頃から，運動学習，リズム，舞踊の即興現象な

どを生命科･学，進化学，物理学やシステムエ学分

野のキーワードで「自習」するようになりまし

たしかし，そのような雑学は，常に心理学的な

機能の解明に適用できるかどうかを念頭に髄いて

注意深く行っていますが，そんなに簡単ではない

ことを思い知らきれています・・・・‘・という

ような訳で定年なのです．どうか藩い人は，研究

活動の_上で，私と逆の体験をしてくださいそれ

は，物質→生物→心理→社会・文化-除宇宙の階層

を-歩づつ時間をかけて昇ってくださいそし

て，皆さんが選ばれた階屑レベルで特殊な貢献を

きれますよう願って終わ')とします．キーノート

レクチャーで，感洲の気持ちを表したいと思いま

す．

反
U
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＜学位論文紹介＞

「長距離走者の走行ペース制御における認知的方略」

持久力の極限に挑むランナーの資質を理解するこ

とは，人間の運動能力における未知の可能性の発

見につながる好奇心をかきたてる．長距離走は高

い運動強度（最大酸素摂取量で80％以上）で長時

間走行するため，トレーニングを積んだ長距離走

者は，身体的な全身持久性を獲得すると同時に，

心理学的にもその持久力を効果的に発揮するため

の能力が備わってくると考えられる．

この問題については1970年代から主に米国におい

て盛んに研究されてきたが(e.9.,Morgan&PoIIock,

1977），その確たる証拠が得られてはこなかっ

た．当時は走行中の苦しさ（マラソン終盤の

“壁”）やストレスの対処法に限局された関心が

向けられており，身体的な感覚やきつさに注意を

向けるか，逸らすかいずれが有効かという対立す

る立場が主張されてきたが，どちらもケースバイ

ケースで，一貫した結果は得られてこなかった．

ある機会で1950年代に1マイルで4分の壁を破っ

たR.G.Bannisterの伝記(｢TheFour-Minule

Milej)を紹介されて拝読したところ，以後の研

究の方向性を示唆する大きなヒントを与えてくれ

た．特に興味を引かれたのは，試合の10日前辺り

に400mを60秒で10回繰り返す練習を終えたとき

に，記録樹立の確信を得たという記述の前後で

あった．つまり，優れた走者は，将来達成可能な

記録（主目標）を立て，その達成に道筋をつける

筑波大学体育科学系（準研）

高井和夫

いくつかの要所となる練習(1,.位|号|標）を設定す

る傾向が見られた．また，こうした練習を積む過

程で耐久可能なペースに応じた主観的な運動強度

（きつさ）が評価可能になっていた．ざらに，そ

れと同時にライバル(Landy.J.)の戦術パターンや

長所・短所をも理解するようになった．すなわ

ち，耐久可能なペースで走行する（持久力を発揮

する）ためには，将来の結果を的確に見通すこ

と，また連動強度が許容範囲を越えていないか評

価するために内外の状態を把握すること（モニタ

リング）が肝要であることをBannisteI･は示唆して

いた．

さて，このパフォーマンス発揮に関わる認知的要

因は，熟練者(Experl)研究で得られてきた知見と
類似する特徴ではないか，であるならば熟練に

よって走者にはいかなる認知的な能力が備わるの

か調べてみては，というアドバイスを受けた．な
るほど，熟練者は先の状況の予測能力に長けてお

Iｿ，また内外の状況（手がかり）をパフォーマン

スとうまく関連づける長所があることは広く知ら

れている．ランナーの心理的適性をこうした視点

から考察している報告はほとんどなく，この分野

の停滞気味の状況のブレークスルーになるかもし

れないとの期待をもった．

これまで私自身の中で関連づけて考慮されること

はなかった，長距離走者の認知的方略,BannistCr



の示唆，そして熟練者研究がここで一つのストー

リーとして結びついてきたそして，「長期間の

練習経験を稚むに従って，いわゆる熟練者に備わ

る認知的能力と類似する特徴が備わることで，効

果的なペース制御（持久力の発揮）が可能になる

のではないか」という問題意識が浮かび上がって

きた．

こうしてついに，本研究の主たる目的として，熟

練した長距離走者における走行ペース制御に働く

有効な認知的要因の解明，そして将定された認知

要因群がペース制御に果たす役割，およびその関

連性を明らかにすることと定め，一連の研究課題

に取l)組んでいった．

ここでは，長期間の練習経験を縦むことで走肴

に備わってくる心理的な能力についてその概略を

紹介することにする．ここで言う熟練走者とは試

合でのパフォーマンス発揮した練習(140km/週以

上）を長期（10年前後）にわたって繰り返し，ま

た･一定の記録(5000mで15分00秒以内）に達した

走昔のことを折している．

l.正確なベース再生能力

長距離走というと持続力や耐久能力が思い浮かぶ

が，意外にもそれを可能にするには至適ペース水

準を意識的に制御する能力が必要であることがわ

かってきた．つまり，通常の練習で経験する遅速

の異なるペース水準を正確に再生することができ

る．これに対して，熟練度の低い者は，走行開始

直後の誤差がより大きく，またより遅いペース水

準になるほどovcrshootして誤差が大きくなる傾向

が見られた．これはいわゆるオーバーベースに陥

るエラー要因と見なされる．以後，制御要因とし

てこの再生能力に注目し，関連する認知要因を解

7

き明かしていく

2．正確なイメージ（表象化）

まず，熟練走者はこれから発揮するペース水準な

り配分を正確にイメージすることができる．予

め，発揮すべきベースを心的にイメージしておく

ことで，よ{)高速で効率的なペース産出が可能に

なるのである．こうした傾向は歩行や跳躍での制

御における発達においても認められる現象であ

る．長い距離の走行においても，先の状況に対し

てイメージ（表象）する能力が必要であると知ら

されたのは驚きであった．

3．内外の状況のモニタリング

次に，熟練走者は走行中の内外の状況を的確にモ

ーターし，耐久可能なペースで走行しているかど

うか評価することに利用する傾向がある．特に，

走行距離が長くなるほと．，四肢の筋感覚に加え

て，呼吸のきつさを積極的にモーターする特徴が

ある．これは運動時間が長くなるほど疲労感の主

因が四肢の筋から呼吸の影響が大きくなる現象が

あり，至適ベース水準の的確な評価のためにこの

部位のモニターの重要性が増すと考えられる．ま

た，走行ペースが主観的な運動強度でどの水準で

あるのか正確に照合することができる．競合する

他の走群に対しても|司様に，自他のペースの異動

を的確にモーターするようになり，耐久可能な水

準を越えて走るようなエラーを冒さなくなる．

4．状況に応じた制御能力

さらに，他の走背と競合する場面においても，

自他のペースの異同を正確にモニターして制御す

ることができる．これに対･して，熟練度の低い走

者は競合者のペースに徐々に接近する傾向があ
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り，それがより速い水準である場合,overshootし

たエラーが増える．これは，運動強度が高まるほ

ど注意の狭小化(aitentiOnalnaITOwing)が生じるこ

とで，熟練度の低い者ほどモニタリングのエラー

が増加するため，制御が困難になると解釈され

た．その結果として，自他のペース異同の判断能

力が未熟な者は，周囲の動向に影響されやすく，

追従する傾向にあると言える．

5．走行プラン

最後に，熟練走者には数ケ月先の試合に向けて達

成可能な記録（主目標）を立て，またその実現に

必要な練習内容（下位目標）を設定する特徴が認

められる．このとき，「この記録を出すには，○

の時期に△の距離を□のペースで走っておくこと

が必要」というように，将来予想される記録から

逆登って練習過程での課題を設けるという特徴が

ある．いわゆる’手段一目的分析(means-cnd

analysis)を経験的に実行している．これは，試合

中のペース配分の決定においてもl司様に認められ

る．

以上から当初の問題に対して結論を下すと，熟練

した走者に備わる資質とは，綿密な走行プラン，

内外の状況のモニタリング，先の状況のイメージ

（表象化）．そして正確なペースの制御（再生）

となる．すなわち，練習経験に裏打ちされた走行

プランに基づき，実際の走行を的確にイメージす

ることで高い精度で効率的なエネルギー発揮が可

能になるまた，実際の走行ペースが耐久可能な

水準か評価するためモニタリングが働き，発揮

ペースの微調整が行われる‘この認知要因が相互

に関連して働き合うことで適応的なペース制御が

可能になるのである．

一見すると持久力だけで片づけられてしまいそう

な長距離走者の適性要|劇ではあるが，その背後に

実に巧みな認知的な制御が働いていたことがわ

かった．裏を返すと，この認知的要因が適切に機

能しなかった場合にf'三じる，例えばレース前半部

分のわずかなオーバーペース群といったミスが，

取り返しのつかない失敗につながるため，この失

敗事態を回避すべ<，人的要Iﾉ〈Iを準備することが

必要となる．これが熟練走行に備わる認知的な制

御方略の一端を表していると【了える．

ひとまず学位論文としての節日を終えたわけだ

が，未解決の問題があることに触れておく．走行

の熟練過程において認知的な発進があるとした

ら，それに応じて身体的な適応過程が出現するの

ではないかと予惣される．つまり，エネルギー最

小で最大のスピードを独得すべ〈，心身の働きが

一つのリズムを形成する方向に段階的に収束する

のではないかと考えている．例えば，呼吸リズム

と動作リズムの同期化(IocomoIoI･-I･espiralol･

coupling)という現象がある．これは文字通り心拍

数が脚のピッチと同期化することであり，走効率

の向上に貢献すると喬われている．また，走効率

を高めるフォームとは，スウィングきれた踵が振

り戻されながら衝蠣の少ない精地を行い，支持脚

の膝が安定し上1,･動が少なく，キック時に地面と

足底の角度が狭く，素早いキックが行われること

と言われる．従って，こうしただ効率の向上のた

めに走者の心身の働きが相I1:に関連し合う現象は

必然であり，またその背景には包招的な説明が存

在すると思えるのである．この点について，事例

的に走者の熟練過程を長期的に縦|析調査すること

によって，ランニングにおけるリズム形成の本質

を解明することが期待きれる‘



排久〃の械限に挑むランナーが，雌小の労力で肢

火の効果をAI品むという人的要因における難問を鬼

服するため，心理的・技術的・体力的な面でいか

なる適性を備えているのかを追求することは，人

illlの奥深い！'j.能'|ゾtあるいはその限界を如実に映し

出してくれる．今後もこのテーマについて新たな

発見があることを楽しみにしている．

付記:l司名の論文題目において平成1l年度筑波大

学体育科学研究科4I)博士（体育科･学）の学位を

授Ij･されました．主在であられる中込四郎博士

（筑波大学）ならびに副在の先生方には貴重なア

ドバイスと温かい励ましを賜I)ましたことに記し

て感謝申し上げます．
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l1. 研究室の紹介
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＜研究室めぐり＞（その7）

東京学芸大学

「研究室め<"l)」の原稿を書くようにという依

頼があり，東京学芸大学の場合は研究組織として

も教育組織としても，体育・スポーツ心理学関係

の研究室はないのでその旨話をしたところ，公式

の組織ではなくてもよいから書<ようにというこ

となので，本学で体育心理がどのように位侭づい

ているのかを紹介したいと思う．

本学は教育学部l学部の単科大学（教官数約

380）で，保健体育関係を専門とする教官は，健

康・スポーツ科学学科という研究組織に所属して

いる現在，教官数は28名で，全員で専門科目と

共通科目（旧一般体育）を担当している．健康・

スポーツ科学学科は，体育学研究室，運動学研究

室，保健学研究室，生涯スポーツ研究室，保健体

育科,教育学研究室の5つの研究室から構成されて

いる．体育心理学を専門とする小生は，体育学研

究室に所属しているが，現在体育学研究室に所属

しているのは，小生と，体育原論，体育史を専門

とする教官の3名にすぎない．

教育組織は教育系と教養系に分けられる．教育

系は昨年座までは学校種別に課程が編成されてい

たが，学生定員の削減にともない今年度から初等

教育教員養成課程，中等教育教員養成課程，障害

児教育教員捷成課程の3課程に再編された．体育

を専攻する学生は初等教育教員養成課程40（昨年

までは50）名，中等教育教員養成課程18(昨年ま

杉原隆

では中学・高校別で35）名となった．教養系には

生涯学習課程の中に生涯スポーツ専攻があり、学

生数は40名である．体育心理関係の授業として

は，体育一スポーツ心理学概説，運動学習と指導

の心理学，コーチングの心理学，体育心理学各

論，体育心理学演習，スポーツ行動論実験演習を

小生が担当しており，最近では卒業論文を体育心

理で評<場合はこれらすべての授業を受講するよ

う指導している．体育心理で卒論を書く学生は，

以前は毎年6－7名，多い年は10名を超えたこと

もあったが，条件を厳しくしてから3～4名と適

正規模になってきている．卒論は学生の興味を尊

重してテーマを決めている．学校体育に関するも

の，競技スポーツに関するものが半々位である．

大学院修士課程は17の大講座によって構成され

ている．その中のひとつである保健体育講座は以

前は体育学，運動学など複数の講座に細分化され

ていたが，現在は一本化され学生数は1学年22名

である．教員養成大学の大学院ということで，

「現代教育実践の課題」と教科教育に関する実践

減習が必修科目となっている．また，現職教員の

受け入れを重視し，授業は昼夜開講をしている

体育心理関係の授業は「体育心理学特諭」と

「体育心理学演習」が半期づつ通年ひとコマのみ

である．小生が本学に赴任してから17年になる

が，これまでに体育心理で17名（外国人留学:唯4
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諭座にはこれまで10希の入学荷があl),3名の課

程博士を出した．小生が主脂導教'l'『となった学生

は3名いるが，‐-人は単位を取得して満期退学

し，現在は2名となっている．・人は杉111哲司君

でスポーツにおける攻il農'lt,もう・人は渋谷間

君で文脈干渉効果を『''心とした連勤学稗の問題に

取り組んでいる．去る4月，小ﾉkがiﾐ代となI),

福島大学の工藤挙幾先生が東舟('､jJ:典入学大学院連

合学校教育学研究科の記念すべき1論文博士第1号

を取得した．論文題にIは，『通勤'､j之習における

「自己学習方略」に|則する研究一「文脈干渉効

果」に着目して一』である．

写真を送るようにということなので，学部生，

院生，ときには卒業生も含めて不定期に行ってい

る体育．スポーツ心理学フォ･－ラムという研究会

の様子を写したものを掲載してもらうことにし

た．

名を含む）の学生が修士論文を書いた．平均する

と毎年1名ということになる．そのうち6名が大

学に就職した．

本学の悲願であった大学院博士課程は1996年度

に開設きれた．教員養成系大学に始めて設置され

た本学を基幹大学とする埼玉大学，千葉大学，横

浜国立大学の連合大学院である‐正式名称は，

「東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科」

で，後期3年のみからなる独立研究科であり，広

域科学としての教科教育学の研究者養成を主たる

目的としている．3つの教育科学講座と6つの教

科領域講座の計9講座から構成されており，健

康・スポーツ系教育講座は後者に位置づけられて

いる．学生定員は1学年20名であり，9誰座ある

ので平均すれば1講座2名ということにな｛），保

健と体育を含めて4大学で2名ということである

から非常に狭き門である．健康・スポーツ系教育

~1

な
』7

東京学芸大学正門前 体育・スポーツ心理学フォーラムの一時
（前列左2番目が杉原氏）
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日本体育大学体育心理研究室

1．体育・スポーツと心理過程の全体構造の解明

をめざして

「体育・スポーツあるいは健康にとって心理学

とは何か，また人間の心理にとって体育・スポー

ツや健康とは何か」を明らかにすることが，体育

心叩学であI)スポーツ心理学であi),そして健康

'L､IIM学です．こうした領域を対象とした研究が私

たちの「体育心理学{iﾙ究室」です．

ル1知のように人間をとI)まく文化環境との相

互関係のなかで，はじめて人間の心理過程が形成

され発達するよう犀･に，体育・スポーツによって,L、

理過穏は形成され発進します．こうした身体活動

による心理過程が体育．スポーツの効果的な実践

活動を成立させていると考えています．

2．研究室と授業区分・内容の紹介

研究室は円田善英，西條修光，そして助手の平

田大輔の3名により構成されています‐

授業の区分は，学部（3年生），短大(1年

生）の講義をはじめ，演習l(実験を含む),演習

2（辮業研究），専攻科（体育・スポーツ心理

学）．そして大学院トレーニング科学系の博士前

期課程（スポーーツ心理学将諭及びﾙ論演習），後

期課程（スポーツ心理学特論及び特論演洲）と

なっています．

授業内容の体育心理学では，主として感覚・知

覚，1氾憶・表象，思考・言語などの認識過程，ま

たii窓・集!|1．感情・意欲，意志，態度・性格な

円田善英

どの意識過程を体育・スポーツあるいは健康との

関連で講義を進めています．そして，それらの心

理過程，つまり心理的な機能や能力が体育・ス

ポーツ活動や健康に対･する意識と行動の実体にと§

のような役割と効果をもたらすかについての基本

的な理解を求めています．

演習1(円田担当）では，わが国の子ども・肯年

のからだと｣L､をめぐって，何が問題なのかをとら

え，それらの問題構造を分析・検討し問題解明の

ための課題を明らかにします．また，演習2では

「体育・スポーツ心理学の分野で何が問題であ

り，何を解決しなければならないかを各自が問題

を発見・解決する卒業研究に取り組ませる橘勁に

より，科学的なものの見方・考え方が身につける

ようにしています．

西條演習では，体育やスポーツ場面での心理的

関係について実験・研究を行い，発表や論文作成

を通して，問題の発見と解決の能力を身につけさ

せることにしています．また，それらの能力を基

礎にスポーツ場面における,し､理学的な問題につい

て研究をまとめることを卒業研究として．心理科

学的な知見や考え方を学ぶことをねらいとしてい

ます．特に減料の卒業研究では，毎年，円田．西

條ゼミ共に1()～25名になっています．

例えば平成1l年度の卒業liﾙ究を見てみると，西

條担当では，18のテーマがあI),それらのテーマ

を分類すると「不定愁訴と堆活の質」，「疲労感

と生沽の質」．「運動と感情・気分」．「利き
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手」，「試合前と心理的状態」，「心理的コン

ディショニング」，「状況判|祈力」，「注意

力」，「メンタルトレーニング」，「あがl)｣,

「心理的競技能力」，「バーンアウト」に関する

研究になっています．

円田担当では，「自律神経機能と心理的ストレ

ス」，「疲労感と心理的ストレス」，「性格特性

と心理的ストレス」，「心理的コンディショニン

グと競技成紙」，「牛沽笈体と,L,理的ストレ

ス」，「プレッシャー」，「心瑚的競技能力」，

「イメージトレーニングと‘『【滞教,jく」，「イメー

ジトレーニング」に|腱lする研究の13テーマとなっ

ています．

このように卒業研究(fi-!;|31テーマ）は，多種

多彩なテーマとなっていますが，概ね，体育心理

学，スポーツ心理学，他l腱心理学の分野になって

おり，調査法によるものが大勢を占めています．

つ
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＜特別講演＞

｢からだの自由と不自由」

講師：長崎浩

（東北文化学園大学）

司会荒木雅信（大阪体育大学）

表記のテーマで，体育心理学専門分科会の特別

講演が開催された．演者の長崎浩先生（東北文化

学園大学）は，祁の老人総合研究所運動機能部門

索長を勤められ，身体運動に関する現場的研究を

糀力的に行ない，従来のパラダイムを越えた独自

の理論を構築された．特別講演は，先生が集めら

れた膨大なデータを基に，専門のバイオメカニク

スにとどまらず，神経生理学から情報処理的心理

学や生態,し､理学アプローチまで広範な領域におよ

ぶものであった．特に，中心的課題である「歩

行」は人間のもっとも基本的連動であるが，これ

までの運動心理学の研究ではあまり取り扱われて

来なかったことが不思議な位である．運動の発生

から上達の過程までにしか注[lしていなかったわ

れわれの学究的興味を，上達のその後まで広げる

きっかけになった．来るべき尚齢化社会を思う

に，運動心理学の研究範囲の拡大につながれば，

その意味も大きい．会場には，体育・スポーツ心

理学関係の研究者ばかりでなく，バイオメカニク

スや生理学分野の研究者も多数詰めかけ，講旗後

の討論の熱心さは，テーマの学際的意味と重要性

を伺い知ることができた．以下，講演の要旨と討

論のメモを記し，今後の糧としていきたい．

i
Ⅱ
■
画
■
日
旧
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
■
酬
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅶ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅱ
Ⅱ
即
Ⅱ
肌

、

=＝可
リ

長崎浩講師

（講演の要旨）

従来，身体運動に関する事実や法則を説明する

「理論」として，情報処理的心理学と神維生理学

がパラダイムになってきた．これに対して近年，

生態学的心理学と力学システムからのアプローチ

が新しい理論として台頭し，この観点から事実の

見直しと発見が進んでいる両理論の特徴とその

えもいわれぬ関係にある問題点を指摘する．

運動に関する生態心理学的アプローチの典型例

を,W.H.Warrenらの「開口部のアフオーダ､ン
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視覚発達の分野を中』し､として，かなりの勢いで新

しい知見が出されているのが現状である．

ス」実験は，知覚と運動が直接関係することを主

張するものである．このような観点で知覚と運動

の発達，学習，制御につき多くの実験．観察が蓄

積され，新パラダイムの生産性を明らかにしてい

る．そして，光学的流動など知覚情報はダイナ

ミックだから，これと力学システムとの関連が比

嶮的に強調されている．

しかし，これには方法上の問題がある．知覚と

運動はどのような意味で「因果関係」にあるの

か知覚情報が力学に直結するとすれば従来のよ

うなバイオメカニクスは使用できない．では，人

が身体運動を「制御する」ことはいかなる因果法

則に基づくのか．

ただし，身体運動研究の生態学的アプローチは

有効だと思う．運動の重大な生態学的環境の一つ

は重力場である．例として，重力だけで歩く歩行

のコンパスモデルを取り上げる．このモデルが

「歩く」ためには歩行速度が180m/分以下，月面

では73m/分以下が必要であり，後者はトリビア

ルなことではない．また，ステップ周波数は毎分

100以上なければならず，これは成人および老人の

いくつかの事実を説明する‐

歩行のコンパスモデルが有用である限り，重力

場の要請に従うことが2足歩行の基底的な制約条

件になっており，この条件は，系統発生的個体発

生的に脳や心による歩行の制御に「先立つ」与件

とみることができる．重力という生態学的場で人

は歩き始める．

多くの行動的な現象というのは，心か神経系に

動機づけられる．そこに原因をもっている．この

ダイナミカルシステムズ・アプローチに基づく新

しい理論の試みが，従来の物理的な因果関係に基

づく，いろいろな生態に対する挑戦である．さら

に，生態学的な動作についての環境が持っている

意味論から思いもかけないコペルニクス的な研究

の課題が生まれてくるだろうし，現に運動発達．
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（討論）

山本氏（名古屋大学）：コンパスモデルの場合，

外乱の影響が，どのように扱われているのかとい
うことがまず一つ．それと，拡張した形でいく

と，もっと複雑な現象が説明できるでしょうか．

長崎氏：第1点ですけれども，コンパスモデルと
いうのは外乱がせいぜい歩1幅を変える，歩調率を

変えるという条件にしか使えません．これはモデ

‘’
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ルとして当然です．

それから2番目，拡張した方がいいのではない

かということですが．結構なことですけれども，

それにしては現在，あまりにも成果が乏しいとい

うのが現状です．

でも，そういうようなことが起こってくるだけで

あって，拘束が間違えたパターンとして，別のパ

ターンを形成してしまうという形になりまして，

そこにエネルギー的にも力学的にも無理があっ

て，パフォーマンスが悪くなるということになろ

うかと思いますけれども．

ただ一方，リハビリの場面なんかを見ますと中

枢神経系が冒されて，いわゆる'場性兆候といいま

して，震えが止まらないとか，関節がでたらめな

方向に動きすぎるとかというような，そういうレ

ベルで一番下の体の条件というものが生まれるこ

ともあるのですね．こういう陽性兆候に関して

は，むしろ自由度を減らしていく方向が，体の不

自由という身体障害に対する対処の仕方になると

思います．

ー区一一一一可
』

1

山 本裕 二 氏

調枝（広島大学）：連動は間接の影響が大きいで

すね．だから先生がおっしゃる拘束条件を付け

て，効率を考える．エネルギーの効率が特徴にな

るのは分かります．普通は歩行なんかだったら，

本人がその拘束条件を作っているのですね．それ

は重要なことだと思うのです．体育ではよく怪我

をします．そうするとあんまり緊密な拘束条件を

形成したり，外部から拘束条件を与えるときに，

それに応じた形で怪我をすることもあると思うの

です．その裏側には拘束条件は厳密になったとき

に，怪我が生じるということはないのですかこ

ういう考え方は駄目ですか．

竃

ｰ

L型

局

、

Ｂ

Ｐ

Ｉ

〃

旧

里

レ
ー

調枝孝治氏と

熱気に包まれる会場

吉川氏（東海大学）：身体の自由と不自由という

のは，身体を自由にさせておくと，身体的な機能

のコスト・パフォーマンスに従って動くようにな

し)，自分の意思とは関係なく自然にそうなってい

くのが，いわゆる制約としての不自由であって，

例えば，サイコロジカル・テンポといわれるも

長崎氏：いえ，確かにそういうことが言えると思

うのですね．これは体育の場合もそうですし，そ

れからリハビリテーションの機能改善ということ
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の．食べるスピード，あるいは歩くスピード，あ

るいはスピードというかリズムです．そういった

ものが個人によって違う．非常にゆっくり歩いた

り，しゃべったり，食べたりする人は，大体常に

日常のテンポはゆっくりであって，そういう意味

で早い人は早い，それは個性なのだというわけで

す．そうしますと，この場合の自由というのです

かね，我々が持っている自由というのは，そう

いった例えばパーソナリティーのような，個性が

そこに反映できる余地がある場合と，それから

もっと身体的な特性とか，あるいは運動力学的な

そういう法則に従って動かざるを得ないような，

そういう不自由さを持っているというふうに解釈

してよろしいのでしょうか．

長崎氏：私の考えですが，一つのパターンに指定

されるという不自由ではないですね．速度を変え

るわけですから．それからもう一つは，そのエネ

ルギー・コストのところで言うのを忘れましたけ

れども，あそこに極小条件があり，このエネル

ギー・コストに限っては極めてなだらかなので

す．したがって，一本の直線の上に限定されると

いう物理現象ではなく，そこをウロウロすること

が，コストという面か，負担をかけないでできる

ということです．その幅があるのです．この幅の

中で，もしかしたら個性の問題は上がってくるの

かもしれない，と思います．

それからついでに申しますと，行儀作法のこと

を申し_上げましたが，一般にスポーツのスキルや

芸人のスキルは，この力学的な自由度を減らして

いくという，不自由さに対する挑戦ではないか，

というふうに思います．ですからコストもへった

くれもない，ということでしょう．

吉川氏：そうすると，ここでいう不自由というの

は－－体，どういうふうにとらえていけばよろしい

のでしょうか．

長崎：私は動作の自由，逆勤の不rllllと言ってい

るのです．ここで言っている身体の不I単1曲を，運

動の不自由と読み直していただきたい．そしてそ

の運動の不自由というのは，運動がパターン形成

ぎれることであって，そのパターーン形成を通じて

自由度が減っていくことであるという意味です．

矢部氏（名古屋大学）：一つ教えていただきたい

のですが，先生が今お使いになっている言葉の中

で，動作と運動という言葉が出ているのですが，

どのように使い分けたらよろしいのでしょうか．

長崎氏：日常的にパターン化した身体連動のこと

を動作というふうに呼んでおI）ますが．その意味

で目的が込みになっている動作，モーターアク

ションのことを動作というふうに，私は|呼んでい

ます．

矢部氏：そういう場合でしたら行為とか行動です

ね，いわゆる意識が関与するというところはどう
でしょうか．

長崎氏：その意識というのは難しいですね．生態

学的な運動，動作に対するアプローーチというの

は，この意識を消したいのですね．だからできる

だけ，その意識に触れないような話しの作l)方を

したいというのが，私の狙いの一つです．した
がってそもそも入ってくる余地がないことの一つ

ですね‘

この意識ということを「イド」というふうに，

「インテンシヨン」というふうに，ずらして考え

ます，私自身の今の考え方は，その「イド」とい

うことが入ってこない，非荊にクリエイテイブな

レベルでもって，動作形成を考えるというところ

に止まっております．しかしながら，これは申し

上げておきますけれと'も，エコロジカル・サイコ

ロジストによる運動研究というのは，雌近硴んに

「インテンション，インテンション」ということ

を，先ほどの三角図式の一つ上に設定して，この

「イド」によって情報と行為のモードが選ばれる

可



という言い方を盛んにするようになi)ました．な

ぜ，こんなことを言い出すのか，私はよく分かl)

ませんけれと§も．こんなことをやりだすともう一

鹿，心を経山した動作と環境の説明理論にセント

ライズしてしまうというふうに思っております．

矢部氏：それではもう‐つ，先生のお使いになっ

ている歩行というのは，比較的自動動作という

か，蔵識のレベルが低い状態であるとそれがい

わゆる歩調になっているわけですね．それはj唾〈

19

するとか早くするというところでは，意識でしょ

うか，意思でしょうか，その関与はどのような変

化あるいは影響を与えるのか．

長崎氏：この場合の意識というのは，歩行という

動作が必要とする注意力ですね，それで測定され

たものです．それを自然歩行，つまり通常歩いて

いるスピードのところで注意力が最小になるとい

う，コストと同じ結果になります．

特別講演傍聴記

この表題をはじめてみたのは，事前に配布され

たプログラムだった．そのとき私は「障害者のリ

ハビリの話かな？」と勘違いをした．同じタイト

ルの新書を附いてみると，その勘述いに気づき，

通勤制御の話だとわかった．しかも，実験データ

はもとよI),それ以外の資料（例えば小説など）

も交えて難解な即論がわかりやすく脱明されてい

る．先生の勉弦雁の多さ，教養の深さを感じた．

識演は2部櫛成だった．あらゆる身体運動は内

的，外的な拘束をうけ，一定のパターンに落ち蒲

く（動作の成'):).これは自由度の減少，つまl)

「身体運動の不自由（化）」のプローセスとみられ

る第1部ではこのような内容が自由度2（歩幅と

歩調）の歩行を例に説明された．間述ってもリハ

ビリの話ではなかった．

木島章文（筑波大学大学院体育科学研究科）

まず，拘束条件のひとつとして，エネルギー消

費最小という制約が示された．つまりヒトの歩行

速度はいろいろだが，どんな速度においても．エ

ネルギー消費最小という拘束条件は満たされてい

る．この間係は左記の2つの自由度から構成され

る平面上に各速度のエネルギー消費曲線を餅き加

えた図でわかりやすく示された．なお，歩行では

速度の増ﾉ<において2つの自由度が比例関係にある

のに対し，走行ではこの関係が崩れ，歩幅は‐定

で歩調が変化する．私がここで印象的だった点は

2つある．1つめは1歳児の歩行においてもこの拘

束条件が満たきれているということである．この

拘束条件の充足が歩行成立の必要十分条件という

ことだろうか？2つめは，老人の歩行パターンに

おいては速度が変化しても歩調は変わらないとい

うことである．乳児にも成人にも無い老人特有の
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制約（次に提示される力学的制約？）があり，彼

らはこれに適合するような2つの自由度の関係

（運動プログラム？）を新たに成立させているの

であろう（か？）．我々の歩行と老人の歩行が質

的に違うということがたった2つの変数から明確に

説明され,とてもかっこよかった．

次に力学的制約を拘束条件として話が進んだ．

エネルギー消費の拘束とは独立してこの条件を考

えるため，自由度2のコンパスモデルが示され

た．このモデル上では，歩行パターンは脚の長さ

と重力のみに依存するが，そこから歩行パターン

の成立における速度の上限(180m/秒）・歩調の

下限（110歩/秒）が決まる．双方に関してヒトの

歩行に関する実証データが提示された．

ここまででヒトの歩行パターンにみられる物理

的拘束の痕跡が示きれた．第2部ではこの事実を解

釈する理論の解説がなされた．主な論点は，中枢

制御重視の理論（情報処理的モデル）と生態学的

視覚論・ダイナミカルシステムズとの対比,そして

後者導入の必要性であった．先に提示された歩行

パターンをみると，前者でいう中枢制御は必ずし

も必要でなく，身体内・外の物理的制約で十分説

明できる．そこで後者の理論が有用とのことだっ

た．それと同時に，生態学的視覚論とダイナミカ

ルシステムズ双方の問題点も提起された．前者に

おいては情報と運動の間の因果関係が明確になら

ず，両者間の相関を述べるに留まってしまうとい

うことだった．そして後者は機能的なモデルとし

て有用かもしれないが，通常の線形ではなく非線

形力学を原理として据える必要があるとのこと

だった．これを踏まえて般後の方に,Rosenbaum

(1991）の一文''Manybehavioralphenomena

surelyoriginateinthcmin(lornervous

svsternⅧを引附lされたのが印象的だった.なお,フロ

アからのやI)取りの!|!でも，生態学:的理論におけ

る意図(intention)の位俄付けについてコメント

があった.ただしそのときはﾉに態学的な図式の中に

意図を加えることで，「心を総由した動作と環境の

説明理論」に立ち返ってしまうことを危．|具きれて

いた．

第1部のデータを説Iﾘ]する理論については般後ま

でイメージが沸かなかった｡私胤身の不勉強故だろ

うしかし,近年隆臘を誇るﾉ|士態学的理論やダイミツ

クシステムズにわかりやすく触れられたのはうれ

しかった.それは錆1部でシンプルかつ明確なモデ

ルの提示があったからだろう後日お話した○○先

生曰く「難しい話を雛し<,Jﾐすのは誰でもできる

ことなんだけど,難しい話を簡単に示すのはすごく

難しいんだよね.」とのことだった（○○先生に許

可なく引用）．今回の識演はその道標だったように

思う.私自身,このことを念頭におきながら研究活動

に勤しみたいと思う．岐後にイ『意義な講演を聞かせ

ていただけたことについて,長崎先生と講演スタッ

フの皆様に感謝いたします.と同時に,この乱文をこ

こまで読んでいただいた拷様にもお礼とお詫びを

申し上げます．

’
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演題番号30A30701～30A30704圏曼_－畳羽勤昭 (聖母被昇天学院女子短期大学）

｢両手脇応運動のタイミング制御に対する運動振幅の効果」

田島誠（広島大学大学院）

｢対面条件の個人間協応における位相の安定性と正確性」

山西正記（広島大学大学院）

｢小物体持ち上げ運動時の摘み力制御における視覚情報の役割について」

川合悟（帝塚山大学人文科学部）

｢連続打球動作におけるフラクタル遷移」

山本裕二（名古屋大学総合保健体育科学センター）

両手脇応運動のタイミング制御に対する運動振幅

の効果

本研究は，両手協応運動課題を行わせる際の運

動振幅を分析することによって，連動振幅の観点

から両手協応辿肋のタイミング制御について検討

したものであるその結果，両手協応運動におけ

る運動振動数と運動振幅との間には，一貫した関

係はみられる，タイミング制御に対して運動制御

が直接関与している事実は見出せなかったとして

いる．しかし，まだ実験の方法を工夫する余地が

残っており，前述のような結論を出すのは少し早

いと思われる．

対面条件の個人問協応における位相の安定性と正

確性

Schmi(ltら(1990)が採用したリズミカルな動作

課題における個人間協応パラダイムでは，神絲筋

支配と動作方向の動作要因が，要求した動作モー

ドでそれぞれ共に一致するか，または一致しない

という結果となり，神経筋支配と動作方向のどち

らの動作要因が位相の正確性や安定性に貢献する

のか考察することができない．そこで本研究で

は，2名の被験者が対面する(FF)条件を採用する

ことで，個人間協応事態の遂行において，位相の

正確性と安定性に貢献する主な動作要因を解明し

ようと試みている．その結果,FF条件での個人間

協応で，その位相の正確性および安定性に貢献し

ている動作要因は神経筋支配よりは動作方向の動

作要因であり，その傾向は動作周波数帯が高くな

るほど顕著になることを明らかにしている．実験

計画がしっかりしており，結果も比較的きれいに

出た研究である．
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小物体持ち上げ運動時の摘み力制御における視覚

情報の役割について

人間は，多様な物理的性質をもつ物体を容易に

持ち上げているが，その場合，持ち上げる前から

力を発揮する物体の大きさ情報を留擁する者（依

存群）とそうでない者（非依存群）がいることが

わかっているが，本研究では，さらに小物体操作

時に視覚情報が利用できなくなると，持ち上げ時

の力発揮プログラムにどのような影響が生じるか

について検討している．その結果，依存群で依存

する情報がなくなった場合，最も大きな力を擁す

る物体に対する力を準備する戦略を用いて対応し

ていると推察している．わかりやすい実験のス

トーリーでしかも明確な結果の出た研究であっ

た．

連続打球動作におけるフラクタル遷移

外部入力を考慮したダイナミカルシステムに基

づいて，マクロな人間の動きである連続打球動作

についての一連の研究である．

本研究では，同じ入力を繰り返し入力する周期

入力条件と二つの異なる入力を確率的に切り換え

て入力する切り換え入力条件の2条件を設定する

ことで，連続打球動作時の運動フラクタル遷移を

演題番号30A30705～30A30707

検討している．その結果,1町条件で4つのクラス

ター及びそれらを結ぶ8軌道が確認きれた．そし

て8種類の異なる出力は入力の系列効果（時間構

造）を反映し，周期入力条件における励起アトラ

クタ間のフラクタル遷移としての構造をもってい

ることを明らかにした．蓄積きれた成果とかなり

難しい理論をできるだけやさしく説明する努力を

した発表で，多くの参加者の関心をよび，熱気に

包まれたセッションとなった

，‐画＝呂卓一一一一 一一一一一一〒＝＝ー面汀一一一､マーー尋垂
■■一一

F 』

丹羽召力昭氏

座長調枝孝治（広島大学)一

｢ボディワーク時のイメージに関する一考察一仕手と受手の生理心理的変化について一」

林悠子（奈良女子大学）

｢ウオーキングが感情の変化に及ぼす影響の検討」鈴木康弘（東洋英和女学院大学）

｢弓道選手における自律訓練法を用いたバイオフィードバックトレーニングによる

心 拍制御について」丹羽勧昭（聖母被昇天学院女子短*(聖母被昇天学院女子短期大学）



儒越ですが，以|､~に疑問1jiのみ述べます．まず

林氏の研究I-l的は，柿神的ストレスを解消するた

めのボディワーク（身体に「ふれる」と「なで

る」）中に，イ|営手側が自己の身体に注意を向けた

イメージをした場合にそのイメージ内容によって

仕手側と受手側の心身にどのような影響があるか

を検討す-るとなっています．この研究目的の表現

は砿確さが必喫ですそれは，イ|菖乎のイメージは

仕手の心身やワークに直接影禅を及ぼすと考えら

れますが，仕手のイメージが叩受手の心身に影聯

を及ぼすのではなく，仕手のイメージの結果とし

てのワークが受手の心身に効果を及ぼすとするの

が自然です．この観点からの結果と論議の再検討

を望みます．次l'ilの研究でｲl:手と受手の効果的な

共jmイメーシを検討されていますので混乱を避け

るためにも大切です．また，イメーシ→ワーク→

リラクセーシヨンという操作I深睡と結果に対応さ

せて，多様な測度「心拍数，呼吸数、皮膚柵，気

分洲在(UMCL:エネルギー党脈．緊張覚醒・快

感度），自由記述」の詳細な説明と解釈が不TII.欠

です．

鈴木氏の研究は，太古（？）の:皆から引き継が

れています人Ⅲlの非合理的行勤の解明です．それ

は．「継続的な運動は健康に良いと分かっている

が，なぜ人は運動をしないのか」です．そこで，

歩行（運動強度：心拍数，120拍／分）の前後に感

'l.i'i(MoodChCckList-3)の測定を行い，歩行が快

感情，リラックス感，満足感に及ぼす効果を検討

されました．その結果は，歩ｲ『は良い感情を生じ

させるというものでした．．・・・しかし，「で

は，なぜ人々は歩かないのだろうか？」という現

'典が操I)返されるのです．この極の非合理的行動

の研究は，対象となっている行動のポジティブな

illi値や効果はよく分かっているのです．
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今後は人間の欲求櫛造（～したい）の階層性

（質的レベル）の優先順位の研究が重要です．

丹羽氏の研究は，弓道の的中率の向上は，自律

訓練法を用いての心拍バイオフィードバックトレ

ーニング(I-IR･BFr)により可能かどうかの検討

です．その前提として，果たして自律訓練法を用

いたHR･BFTで(1)心拍数は減少し，またそれを

(2)自己制御可能かを検討し，その可能な前提から

最終的には(3)弓道の的中率の向上に結びつけたい

と考えられています．今回の報告は，(1)(2)の前提

は可能であるとの結論でしたが，肝心の(3)への効

果はまたの機会ということでした．興味のあるド

ラマには必ず「つづき」がありますので期待しま

す．疑問点は，弓道のスキルの向上に果たす心拍

変動の機能にはと§のようなものがあI),どの程度

重要なのでしょうか．それは，行射時と自{網||練

時の心拍変動の独立性や緊密性の検討と成績への

効果的関与が訓|練によりどのようになるのかとい

う点です

林悠子氏
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演題番号30A50701～30A50703 座長遠藤俊郎（山梨大学）

｢体育授業における目標指向性と内発的動機づけの関係」安達裕介

｢大学運動部にみるリーダーシップ現象とその特徴」大矢隆二

安達裕介（広島大学大学院）

大矢隆二（常葉学園大学）

杉山佳生（鹿屋体育大学）｢スポーツ競技場面における社会的スキル」

第50回記念大会で，なおかつ体育・スポーツ関

連学会連合大会という冠がつき，通常の学会大会

と異なる雰囲気があったのか，学会初日でしかも

朝一番のセッションという参加者サイドから考え

ると決して好都合とは言えない条件にもかかわら

ず多くのと表現しても許される数のフロアーを迎

え，スポーツ社会,L,理学的側面からの3演題の発

表が定刻に始まった．

安達氏らの発表は，「体育授業における目標指

向性と内発的動機づけの関係」というテーマのも

と，先行研究から作製した「目標志向性」，「内

発的動機づけ」，「運動有能感」，「授業風土」

に関する調査を男子中学生116粕に実施し，因子構

造，各尺度間の関連を検討したものだった．その

結果，体育授業における目標志向性が熟達目標と

成績目標の2つの主要な達成目標から構成されて

いることを再確認し，さらに，両目標を高く認知

しているものは内発的動機づけの高いこと等を明

らかにした．授業風土の認知と目標志向性の関連

性をも検討しようという意欲的な発表であった

が，発表テーマと必ずしも各調査から得られた結

果に関する論議がかみ合わなかったという印象が

残念であった．このことは各調査そのものの結果

にのみ回がいき，目標志向性を独立変数とし，そ

の上で従属変数として他の調査結果を詳細に分析

する手続きが取られなかったことに超1尺Iするもの

と思われた．さらに,|kll.-術造の検I汁の際，基と

した概念に関する発表荷自身の規定が不-l分なた

め因子の命名が安易になっている，との指摘もフ

ロアーからなされた．

大矢氏の発表は，フイドラーによるLPC(LeaSt

Preferre(ICoworker)尺度の修正版と三隅のPM

式リーダーシップ論を堆に氏が作製したリーダー

シップ行動調在を用いて，大'!j4運動部風及び一般

大学生のリーダーシップ行動の特徴を明らかにし

ようとするものであったが,IJIらかな結果は見い

だし得なかった．フロアーから，2つの調在とも

集団における人間関係や行動を間迦としているが

一般学生は集団（特にスポーツ集団）に馴染みの

ない場合が考えられる，という調査X､l･象の適格性

と調査内容の適合性に|弾lする便問がなされた．加

えて，用いた調企用紙の妥・111性やｲ,阜細性の検討･不

足,分類対.象数の不均“|唯，統計･的検‘;､I不足，等

が相まって結果をより混沌としたものにしたもの

と考えられた．今後継統的に研究を進めるとした

ならば’問題愈識の焦点化と{i冊究方仏に関するよ

り真蟄な取り組みが望まれた．

杉11｣氏は，「スポーツ競技社会的スキル」を心

理的競技能力ととらえ．この測定ツール開発の前

段階としての因子構造の検討，ざらに，社会的行



動に関連する‐股的個人特性との間連から抽出さ

れた閃-j･･を規定すZ)"|j<|を検I;､l･しようとした．そ

の結果，抽出された51k1･j.･によl)スポーツ競技社

会的スキルの60％が脱明111能であること．さら

に，それら各IKIj'･は|乳l係のありノjはそれぞれ異な

るが社会的行動にl腱l連する・股的11M人将性によっ

て規定されていることを折燗した．このliﾙ究では

間睡意識も明硴であり，ノゴ法捕的にもほぼ安心で

きる発表|ﾉ1容であった．ただ，｜ﾉ〈|州f造の検;､l･に

際し5111-j"･を抽出しているが,"5Iklj亀に関して

は負荷i,tの商い項llが1項llのみにもかかわらず

l川子の抽出と命名をｲ丁っていた.lkl子の解釈nJ能

性かつ考えると好「の雛蝿があると思われ，もし

それでもなお砿要とどえるIkll.･であるならば関連

する髄問唄lIを追加してlll:分析することが求めら

れるかもしれない．

演題番号30A50701～30A50703
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遠藤俊郎氏

座長遊山佳生_｣鹿屋体育大学）

｢体育教師の指導による学生の人柄と精神健康度についてIV－教育実習10カ月の精神健康度と
実習校から受けた評価一」呉萬福（国立台北師範学院）

｢スポーツ行動の予測変数およびメンタルヘルスに閨する日米比較」

橋本公雄（九州大学健康科学センター）

｢大学生における自己の身体に対する意識と異性に対する理想像（第2報）
一体型評価と身体満足度に着目して－」 遠藤俊郎（山梨大学）

｢知的障害者に対するスポーツの取り組みの実態と課題について

一知的障害児施設におけるスポーツ活動の実態調査一」
溝口紀子（静岡県立大学短期大学部）

典先ﾉlﾐは．小学校で教育猫りlをｲ｢っていたI剛,ン

台"化RIli範学院の第II'1卒業MI4を対･象に,(1-Kテス

トを用いて精神的健康庇を1洲在した．その結果，

「分裂咽」が雌も多く約|:数を占めていることが

明らかにされたが、その様相は，1淵を対･象粁らが

在学していたときと同じ側li'lだということであっ
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女ともほとんどの祁位でイくiI協雌感を,J§していた

が，その程度は女子において椒將であるという傾

向が見られた．全般的に兇て,f'i!惣仙と実測値の

差が小さいほど満足感は商いようであった．座長

の個人的関心からの感想であるが，今後の研究

で，大学生の身体理想像がと・のように形成きれて

きたのかが解明されればIml'Iぃのではないかと

思った．

溝口先生らは，知的IMf'!li:児施,没におけるスポー

ツ活動の実態調査を行い，それらの施‘没でのス

ポーツ活動の取り組み状況を明らかにするとも

に，今後の課題を指摘した‘現状分析では多くの

施設でポーツ活動が行われているが，実際に指導

にあたっている人の8596がスポーツやレクリエー

ションの盗格を有していないということが明らか

になった．しかし,li"If将に対･する即解が深い専

門職員が行うポーツ指導にもそれなI)の意挺があ

ると考えられ，このようなことから，本研究は，

障害児施設の専門職風とスポーツ桁導の割''l家が

今後と§のように連携していくべきかを考える契機

となるような調杏であったと舌えそうである‘

た．この結果について，呉先生は，「卒業生は実

際の現場に出てストレスが増大しているのもかか

わらず，精神的健康度が在学時と同じ水準に維持

されているという点が評価できる」とコメントし

ていた．本研究は，教員養成系大学における教育

の有効性を検証する研究であると見なすことがで

き，様々な側面からのさらなる追跡調査が期待さ

れる．

橋本先生らは,Fishbeinの行動意図予測モデル

を用いて，スポーツ行動を予測する変数に日米の

学生間で違いが見られるかを検討した．結果，行

動意図については，米国の学生のほうが日本の学

生よりも，定期的にスポーツするという意図の高

いことが明らかになった．行動意図を予測する変

数については,H米ともに，「運動の効果」及び

「効果に対する評価」が行動意図に有意に影響し

ていたが，これらの変数の規定力に違いが見られ

ることが指摘された．また，「親友の期待に従う

動機づけ」の影響力について見ると，日本ではほ

とんどない一方で，米国では負の影響となってい

ることが示された．このように，本研究におい

て，行動意図を予測する変数の影響力に日米の学

生間で違いがあることが示唆された．今後，日米

の違いを生み出している原因の探求も含めて，こ

の行動意図予測モデルを用いた比較研究がと§のよ

うに展開していくのか楽しみである．

遠藤先生らは，大学生が自分の身体に対･してとﾞ

のような意識を持っているのか，また，異性の身

体に対･してどのような理想像を持っているのか

を，第2報として，体型評価と身体満足度に焦点

をあてて検討した結果，自己の体型評価につい

ては，男女とも実際と理想の間に有意な違いが認

められた．また，身体満足度について見ると，男

1
,1【

１
１

｜

‘硯… 陰二一

巳 萬福氏一、
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演題番号30A30901～30A30903 座長 吉田－茂（筑波大堂依育科室系1

｢テニスのサービスコース・球種予測に関する研究 一予測能力別の予測手掛かりについて－」

武田守弘（広島大学大学院）

伊達萬里子（武庫川女子大学）

井上則子（津田塾大学）

｢視覚の状況判断と心理的側面との関連性」

｢運動経験の言語かとモデリング．学習」

武田氏らの発表では，テニスのサービス予測能

ﾉjを時空間遮蔽法をルIいてその特徴を検討･した．

高予測着はポール，下半身などの部分怖報源よI)

も，動作全体'情報をもとに判|折していることを,屈

した．そして'’1分のもつ動作のモデルと照合する

認知方略を推奨した．遮蔽法の|災界,l'hi像停1ltに

よる時間余補についての『,〔問には検!;､lを砿ねると

の|[11答知識水準のIMI煙かとのWi問には手掛かり

を押きえた上での食休勤11把梶であろうとのILII答

があった．今後，動的な全休パターンの分析，認

識研究への進展を期待したい．

伊達氏らの発表では，ハンドボール選手の心理

特性と動体視力311神との関連を検討･し．視覚機能

による状況判|折は決|折・予測・'ﾘ断と関連がある

ことを示した．そして視覚機能促進には身体訓練

とメンタルトレーニングを併用することが有効で

あろうとした鉛稲による動体視力1311純の効果に

は疑問があるとする質問には，データでは有意差

があるがさらに検討するとの|[1瀞があった．今

後，ハンドボール動11:特性に合わせた独''1の祝機

能副||練法を]:夫されることを期緋したい．

－－

井上則子氏

井上氏の発表では，縄跳び（二人二本交互）課題

学習において言I譜化効果を検討した．運動経験の

言語化による身体の解放感の効果はみられなかっ

たが，技術の習得，動きの有能感を高める効果が

示された．そして解放感は運動特有の効果であろ

うとした．動作，イメージ謁語の表現のずれを

どう考えるかとの質問にはさらに討議したい，ペ

ダルなどの比嶮表現の有効性についての質問には

まさにそのコツを提示したとの|nl答があった．今

後，基準達成ではなく成功値l数を指標として分析
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すること，被験者の言語内容（手掛かり，タイミ

ングなど）についても検討を進めて頂きたい

3演題に共通した主題は，実践面で有用な連動

状況の手掛かりの検出とその訓練法であ{)，これ

からの大きな仕事としてその系統図を作り上げて

いって頂きたい．

最後に提案として，口頭発表の討議時間を長く

できるように，発表は目的・結果を中心にして短

縮してはいかがであろうか．

伊達萬里子氏

演題番号30A30904～30A3090座長一伊達萬星壬_｣武庫川女子大学）

｢全日本女子ホッケーチームの心理的特性について

-1998年アジア大会までの心理的サボートー」阿江美恵子（東京女子体育大学）

｢国民体育大会参加者の心理的サポートに閨する調査研究

一参加選手（第53回大会）の実態一」黒田－寿（東京工業大学社会理工学研究科）

｢国民体育大会参加者の心理的サポートに閏する調査研究

一参加指導者（第53回大会）の実態一」石井源信（東京工業大学社会理工学研究科）

全日本女子ホッケーチームの心理的特性について

選手の多様な性格特性はチームに必要な集団の

凝集性を低~Fさせる可能性があり，パフォーマン

スに影響を及ぼすと考え，その改善方法として，

組織的な心理的サポートの必要性を示唆した．研

究ﾉ法は‘東ノミ式エゴグラム等を用いた選手の,L，

理的特性の分析から，競技面におけるマイナス要

因を検討し，アジア大会まで,L､理的サポートを

行った．しかし，選手の心理的特性は個人鑑が大

きいため，心理的サポートによるプロフィールの

変化は認められず，そのイj効性は､従証できなかっ

た．

↓
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この研究の間迦IAIは，髄疑I心蒋で脂摘されたよ

うに，心理テストの突施に|腱lしては研究巷と監

督，選手との備緬関係が大切である．問題解決へ

の手がかl)を得るには各心理テストの内容を-|-"

に吟味し，適切な手法によって検討･しなければな

らない．

第一舌に，メンタルトレーニングは個人差に配慮

して処方することが必要灸1'|:であI),,L､理的サ

ポートの堆礁であるといえよう．

今後の研究においては，行心耶テストの多面的

な診'折結果から総合，ドﾘ定を行い，，し､理的サポート

システムとして構築されることを期待したい．

国民体育大会参加者の心理的サポートに関する調

査研究一参加選手の実態一

この研究は選手への心III!的サポートの現状把握

と，その体制のあり方を検討･したものである．研

究方法は，アンケート集計を行い，選手の抱える

問題点について調査し，心理面に熊点を絞って分

析した．結果では，選手がメンタルl､レーニング

の必要性を感じていることから，サポート体制の

整備が急務であると指摘した．そのため，問題解

演題番号30A50901～30A50902
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決に向けて各都道府県，種目，性差，年齢等、属

性間の因果関係を解明した_l.でメンタルトレーニ

ング効果を立証する具体的な方法論を提供して頂

きたいと考える．

国民体育大会参加者の心理的サポートに関する調

査研究一参加指導者の実態－

この研究は，2の研究と関連しており，監督，

コーチによる心理的サポートの実施状況について

調査したものである．研究方法は，2．と同様にア

ンケート集計を行い．指導者の抱える問題点につ

いて，心理面に焦点を絞って分析している．分析

結果から，指導着は指導内容としてメンタルト

レーニングの必要性を感じており，サポート体制

の環境整備を11塩に望んでいることが判明した．

しかしながら，心理的サポートシステムを円滑に

機能させるには，時間的余裕やメンタルトレーニ

ングの知識・理解不足など，問題にたいする具体

的な解決策が見いだせず，現状では困難であると

報告した．この問題に関しては，今後の継続研究

の成果を期待し，種目将性別の実践的，効率的指

導指針となる資料の提供を希望するものである．

座長一一乎井－－皇カネ（奈良女子大堂）

｢幼児の運動能力の発達と園環境・家庭環境・遊びの傾向との関係」

吉田伊都美（東京学芸大学大学院）

｢幼児運動能力の検査の測定条件による記録の変動に関して」森司郎（東京学芸大学）
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幼児の運動能力の発達と園環境・家庭環境・遊び

の傾向との関係

約10年前に行われた調査報告との比較から今日

の児童・生徒の体力・運動能力低下がすでに幼児

期において生じていることが推測され，このこと

を受けて全国の幼稚園・保育所の4～6歳児約

12,000名を対象として計8種類の運動能力測定を

行った報告がなされた．その結果，(1)園児一人あ

たりの園庭や園舎の広さや保育者一人あたりの園

児数と幼児の運動能力には一定の傾向を認めな

かったが,(2)｢25m走・両足連続飛び越し・往復

走」など動的な運動能力は，運動指導に力を入れ

ていたり，施設への配慮がされている場合に評定

点が有意に高かった．さらに，(3)男女児ともにほ

とんと．の種目で兄弟数が多いほど，また三世代以

上の同居や一・戸建てという家庭環境の場合に評定

点が高く，また外遊びやその種類が多いこと，外

遊びのリーダーあったり，運動遊びが上手などの

要因が影響するという興味ある結果が報告され

た．なお，ある種目が特別の要因に限って結びつ

いてはいないが，動的あるいは静的な運動能力が

指導の態勢に関連することが推測されており，運

動種目を特性別に分類・検討してはと．うか，また

園における集団遊びの時間や形態についても検討

してはどうかなどの意見が出された．

幼児運動能力検査の測定条件による記録の変動に

関して

幼児における運動能力の発揮と動機づけ，練習

効果の関連について3つの実験をした結果から報

告きれた．(1)応援（○○ちゃん，がんばって！）

の効果は，立ち幅跳びと両足連続跳び越しに認め

られ，ボール投げには認められなかった．この結

果について，応援はどのようになされたのか，ま

たボール投げに応援効果がなかったという結果の

理由について賛疑応稗がなきれた.(2)25m走と体

支持持続時間では，特に25m走において能力差が

小さい条件で競争を行ったﾉJが能ﾉJを雌大限に発

揮しやすい納果であった．このことについても質

疑があり，幼児期に競争･的にがんばらせることの

意味が問題にされた．（3）立ちI隅跳び，ボール投

げ，両足述統跳び越しは現在211111J:っているが，

実験では前後半2回ずつ行わせ，前後の比較をし

た．その結果3種目ともに練習効果は認められな

かった．このことについては，どんな練習をきせ

たのか，また2同ではなくl何ではと‘うかなどの

質疑が出された

li 噸

平井タカネ氏
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座長一由込一四郎（筑波大学体育科学系)－演題番号30A50903～30A50906

｢目標志向性 に及ぼす動作法の効果」小圷 昭 仁 （ 千 葉 商 科 大 学 ）

｢動作法が認知スタイルに及ぼす影響について」佐藤早苗（秋田県立本荘養護学校）

｢動作によるイメージ表現が身体意識に及ぼす影響について」

久禮直容（奈良女子大学大学院）

｢摂食障害（過食症）グループ療法におけるリズム 身体表現の試み（2）」

平井タカネ（奈良女子大学）
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佐藤早 苗氏 中込四郎氏
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＜ボスター発表＞

演題番号30G10701～30G10707

「疲労回復時における中枢神経医活動変化一睡眠脳波(PSG)を指標として－」

松田哲也（玉川大学大学院工学研究科）

「運動パフォーマンスに及ぼす前頭筋EMGバイオフィードバックの効果」

後藤千明（奈良女子大学）

「心理的ストレス解消に及ぼす運動の効果」佐久間春夫（奈良女子大学）

「DVA動体視 力 の 加 齢 影 響 と 性 差」石垣尚男（愛知工業大学）

「眼球運動の加齢影響と性差」吉井泉（大阪府立大学）

「変換視における過剰学習と減速期の変動」平田智秋（筑波大学体育科学研究科）

「複数の運動課題を練習するときの練習スケジュール方略」

工藤孝幾（福島大学教育学部）

ボスター発表傍聴記

10月7日のポスター会場で見たこと，感じたこと

を書く．初日午前中ということもあり，人もまばら

であった．土曜日のバイオメカニクス分野のポス

ター会場にも参加したが，そちらの熱気と較べる

と，いくぶん大人しい感があった．

こんな印象を受けるのは，まず自分が“壁の花

（？）”であったからだろう拙い発表ゆえ，ポス

ターーを通じて新しい人達とお知り合いになることが

なかった．ポスターの前を通りすぎる人に話を聞い

てもらうには，発表内容の工夫が必要である．では

体育学会，しかも心理の分科会にタイムリーな話題

は何か，その内容を分かりやすい形で提示している

か，考え直す機会になった．特に内容についてはい

平田智秋（十文字学園女子短期大学非常勤講師）

まだに答えが出ていないが．とにかく11頭発表とは

異なり，ポスターでは興味を持ってもらった人と

ゆっくりお話する余裕があるので，内容や提示方法

には人を引き込む工夫が必要である．

また工学系からの発表なとぐも有り，体育学会を通

じていろいろな分野の人達とお話する機会はあっ

た．けれと・も自分も含めて，どの位の人がその機会

を生かせたかには疑問が残る．これはあくまで主観

だが，周囲にそば耳を立てると「御無沙汰してま

す，お元気ですか？」から始まって，内容のお話が

出る，といった会話が多かったように思う．発表内

容が多i1皮にわたってきているのに，知L』,とのやりと

りだけで時間が過ぎてしまうのは残念である‘た
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だ．ふだん会えない):ll人と顔を合わせ（お棡を)ﾔ手

に）話しこむ，“ハレ”の場としての'.j::会はﾉ<歓迎

である．「お知り合いとi活しこむのは会場を出てお

店に入ってからにして，会場ではなるべく多くのボ

スターに突っ込みを入れてドさいな」，が僕の，報直

な感想である．

雌後になったが，記念大会ということもあって大

規棋な大会の企画・運営に携わった，スタッフの

方々にお礼を申し上げたい．

1230G1070'!
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石 垣尚男氏 工藤孝幾氏

演題番号30G10708～30G10714

｢一過性の有酸素運動がもたらす心理学的効果の検討一運動が肯定的感情に及ぼす影響一」

荒井弘和（早稲田大学大学院）

｢健康工クササイズ教室参加者の心身に与える効果一セルフエフイカシー強化を意識した

働きかけ一」竹中晃二（早稲田大学）

｢身体的自己尺度の作成」蓑内豊（北星学園大学）

｢組織キャンプにおける参加態度とメンタルヘルス効果との関連について」
西田順一（九州大学大学院人間環境研究科）

｢スポーツ選手のメンタルヘルス尺度の開発とその有効性」

村上胄聡（九州大学大学院人間環境研究科）

｢高齢者の健康行動が主観的幸福感に及ぼす影響に閨する研究」
安永明智（九州大学大学院人間環境研究科）

｢メンタルヘルスに及ぼす高齢者の運動に関する研究

一水中運動教室参加後の心理的変化について一」渡辺英児（中京大学体育学研究科）

＝
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ボスター発表傍聴記

今回のポスター発表は，大きな体育館の中で開

催され，隣では他の分科会や共催シンポジウムの

ポスター発表が同時に行われた．そのためか，体

育・スポーツ心理学の関係者のみならず，多数の

他分野の研究者の方が訪れ，活発に討論がなされ

ていたように思われた．

(北吸学絢大帝

！
【、

I

簑内 碧 氏
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荒井氏らの研究では，被験者に12分間の中程

度(RPE)の運動（自転車エルゴメーター）を行

わせ，運動の前後と運動中に，肯定的感情(EFI)

と快感情(FS)を測定し,-.一過性有酸素運動の心

理的効果について検討している．その結果,EFIの

「高揚感」と「再活性化」の因子において，運動

後に有意な向上がみられ，運動の心理的効用に対

して貴重な示唆を得た，今後は，様々な運動強度

や時間，運動内容での続報が期待される・

竹中氏らの研究は，従来行われてきた「スポー

ツ指導．体力増強」型の健康教室とは全く目的を

異にし，「ライフスタイル．メンタルヘルス改

蓑内豊（北星学園大学）

善」型の他ﾙ腱教室への取り組みの報涛であった．

ここでは運動指導より，むしろ催I腱カウンセリン

グを通して，参加肴の1I総ｲJE動および認知的側面

に対して砿極的に関わることによって，行動変容

を図る試みがなされ，概ね良好なﾉj向への変容が

みられたと報告している．この成果をふまえ，今

後日本の各地においても．「ライフスタイル・メ

ンタルヘルス改善」をH的とした健康教室の取I)

組みがなされることが望まれる．

蓑内の研究は,FoXら(1989)が開発したPhysical

Self-PerceptionScalcの日本謡版を作成し，その

尺度の信頼性，喪当性，構成概念的妥当性につい

て検討した．その結果，この尺度のｲj効性が認め

られたことが報告された．今後，身体に|腱l連する

自己知覚を測定する場血で，この尺庇が数多く用

いられることが望まれる．

西田らの研究では，キャンプ．に参加した小学生

を対象として，キャンプへの参加態度（楽しみ－

苦しみ）が，キャンプ参加肴のストレス反応にど

のように影響するのかを検討-した．その結果，

「不機嫌．怒り感情」のI犬ly･において，群×時間

の交互作用がみられ，キャンプは･II帯しいものだと

思っていた者において，キャンプ参加後に「不機

嫌・怒り感情」の得点が有意に低下していたこと

が報告された．態度とストレス反応の関係につい

て，今後の続報が期待された．

村上らの研究は，スポーツ選手のメンタルヘル

ス尺度の開発をI:1的として，質問紙を作成し，統

計的手法を用いて分析がなきれた．その結果，競

技場面9因子,II常場面6因了･から成るメンタル

ヘルス尺度の有効性が認められたことを報杵して
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な働きかけが運動の継続につながるのか

る研究が期待される．

いる．今後，スア!:－ソ選雁のメンタルヘルスの測

定，診断にこの尺嵯が使川されることが望まれ

る．

安永らの研究は，在'色IWi齢荷を対･象として，

「H常生活動作能ﾉJ(八l)I,)」の変化と「_:i臭観的幸福

感」，「自覚的他康感」,｢l'ilfl稚他群との健康

の比較」の関係をみたものである．この結果，

ADL機能を維持･li']上していることが．心理的健

康の維持につながることが'Jﾐ唆された．今後，健

康行動や個人の健ﾙkへの認fllが,L､叩的健康にと§の

ように影群するのかについて．ざらなる調盃・研

究がなぎれるようなので，楽しみである

渡辺らの研究では，連動による介入liﾙ先に参加

した高齢者を対象に追跡I淵代をｲr",教室終]'3

ヶ月後の運動継統のｲj雌および心I1I!的変化につい

て検討したものである．結果は、3ケ月後におい

ても全ての参加者がI@li耐に,i;|･I而的に遮勤を継

続しており，′L､理的効果も継続していた．これら

から，運動を継続することによって心蝿的効果が

維持・改蒋されることが'j〈唆されたが，どのよう

さらな
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渡辺英児氏

演題番号30G10901～30G10915

｢少年サッカー選手に対する視野拡大のためのルックアップトレーニング」
江角慎司（筑波大学体育研究科）

｢トランポリン運動のストレートジャンプにおける言語教示の抽出に関する基礎的研究
一 着・離床時に つ い て － 」 平 井 敏 幸（日本体育大学）

｢トランポリン選手における心理的スキルトレーニングの縦断的検討」
石村宇佐一（金沢大学）

｢メタ分析を用いた競技意欲の検討一競技レベルとの関係一」
磯貝浩久（九州工業大学）

｢ISM法によるチームの目標設定」 粟木一博（仙台大学体育学部）

ー
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熱気あふれるポスター発表会場

｢チームスポーツのメンタルコンディションについての検討

一ラグビーチームのゲーム前のメンタルコンディションについて一」

下園博信（福岡大学スポーツ科学部非常勤講師）

｢動作法の女子長距離選手のフォーム改善への影響一腕振りの改善を中心として一」
鯉川なつえ（順天堂大学スポーツ健康科学部）

｢スポーツ選手の催眠時における暗示語の研究（3）一現役陸上短距離(100m)選手を対象とし

て－」立谷泰久（日本体育大学）

｢体育授業におけるフロー経験一大学生・専門学校生を対象として一」
川端雅人（東京電機大学）

｢青少年期のスポーツ活動におけるBumout症候群に閨する研究」

河辺章子（神戸大学発達科学部）

｢アスリートの『競技引退イメージ』に閨する考察一競技引退生起条件との関連性」
大場ゆかり（九州大学大学院人間環境研究科）

｢中高年者における運動行動変容の段階と身体的・行動的要因の関係」
岡浩一朗（早稲田大学人間科学部）

｢女子アスリートの摂食行動一競技種目の影響一」
小牧久見子（早稲田大学大学院）

｢体育系大学生の精神的健康（1）－その特徴と不合理的信念の影響一」
西野明（大阪体育大学）

｢体育系大学生の精神的健康（2）一ソーシャル・サポートと友人関係の特徴に着目して－」
土屋裕睦（大阪体育大学）
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ボスター発表傍聴記

西野明（大阪体育大学）

ポスターの前に立ちました．合計で10名程度の

先生方と色々な談論をすることができました．私

の気づかなかった点を指摘して下さったり，発表

内容に同調してもらったりと，自分の研究につい

て改めて整理する機会を得たと感じました．久し

振りの発表で，最初のうちは少し緊張気味で，発

表中は周りを見る余裕もなく，自分のことで精一

杯でしたが，徐々に落ち着きを取り戻しました．

発表時間終了後，他の発表者が，どのようなポス

ターを作成しているのかを見て回りました．ポス

ター発表らしく，色使いの鮮やかなものから，ビ

シュアル系まで多種多様でした私も，ポスター

を作成するにあたり，どのようにすれば目立つだ

ろうか，綺麗に見えるだろうかと思案しました．

ポスター発表にはこのような楽しみ（苦しみ）も

あI)ます．

10月7「I－llllの5HIHI,東戚大学駒場を

会場として,II本体育学会501111大会が盛大に開

催されました！弛念大会ということで，様々なイ

ベントや関連学会の同時開催なと'も行われまし

た．私は，昨年開催された49回大会（愛媛大

学）では，母校ということもあり主に実行委員と

して参加しました．今回は，4年ぶI)に発表者と

して本大会に参加するために，多少の緊張感を抱

きながら大会を過ごしました．

大会初日，ポスター会場のド見と雰囲気を感じ

取るために，会場へ足を運びました．すでに，各

ポスターの前で白熱した縦論が展開きれておIｿ，

学会へ来たという実感が湧いてきました．体育心

理学のポスターと|司時に，共催シンポシウムのポ

スタ一発麦，大学院の紹介があり，会場は沢I_|｣の

人で賑わっていました．‐予定時間を過ぎても，ポ

スターの前で真剣なやりとりを見ることができま

した．

大会3日目，ポスタ一発表当日．ボスターを掲

示して，準備は万全．発表時間までは1コ頭発表の

会場へ行きました．口頭発表の会場は毎年のごと

く（？），前の席が空いているにも関わらず，後

ろは立ち兇で一杯でした．この光策はどこかで見

たことがある・・・・・そうです，大学の授業風

景に似ているのではないでしょうか（！？）‘改

めて色々なことを考えさせられたような気がしま

した．さて，発表の方ですが，清座時間の10分

前に会場へ到蒲しました．資料等の準備をして，
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現在，日本体育学会の専門分科会の中で，ポス

ター発表があるのは体育心理学とバイオメカニク

ー
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なのではないでしょうか.l1頭またはホスター発

表の選択は研究者自身によるもので‘これからは

発表内容等の検討から上手く使い分けていく必要

があると思います．

スの2分野だけです．国際学会では殆どがポス

ター発表形式で，日本の学会（日本,し､理学会，ス

ポーツ心理学会等）においてもポスター発表の形

式が増加しています．研究者とのダイレクトな議

論他の領域との交流にもポスター発表は効果的

ポスター発表傍聴記

磯貝浩久（九州工業大学）

短があると思われるが，はたしてどちらが良いの

だろうか．

今回のポスター発表は，展示会場，大学院紹介

コーナー，休憩所などの各コーナーとともに体育

館を利用して行われた．第50回記念大会というこ

ともあり，ポスター会場には多くの人達が集まり

活気に満ちていた．ただ，口頭発表の会場と少し

距離があり，真面目に発表を聞かれる先生にとっ

ては往復が大変だったかもしれない．ポスター発

表の数は，29演題で口頭発表（26演題）よりも多

くなっていた発表された研究内容も多岐にわ

たっており，内容についての感想を述べることは

困難であるため全般的に感じたことについて書か

せて頂きたい．

体育心理専門分科会でポスター発表を取り入れ

て，たしか4回目の大会になると思うが，今回の

ポスター発表の形式は，会場などとの関係により

従来とは若干異なっていたいくつかの分科会が

同じポスター会場を利用していたということ．も

う一つは，これまでは5分間の研究内容の発表の

のち質疑応答になっていたが，今回は発表なしの

質疑という形で行われたことなどがある5分間

の発表の有無について，話をしないと発表の緊張

感が味わえないという声も聞いたが，反対に質疑

の時間が長くなり多くの人とデイスカツシヨンで

きたという声もあった．どちらのやり方も一長一

､j8
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磯貝浩久氏

ポスター作成に関してであるが，各研究巷が

様々な工夫を凝らしていたことがとても印象に

残っている．写真を上手に使っているポスターや

カラフルなポスター等々である．隣の芝は青く見

えるというが，自分のトラデイショナルなポス

ターと比べて他の発表者のどれもが綺麗に見え

た．それでおもわず，作成した､ノフトやプリン

ターをたずねて11Jった記憶がある．聞くところに

’
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よると，外国の学会ではポスターの見た目の美し

さを表彰する制度があるという．そんなシステム

を取り入れると，よりいっそう綺麗なポスターが

できるのかもしれない．また昔参加したアメリカ

の学会(AAASP)では，ポスター会場でビールや

ソフトドリンクを販売しており，ビールを飲みな

がらリラックスした雰囲気で議論が交わされてい

た．そんな方式も是非取り入れていただきたい
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と，アルコールの好きな者としては思ってしま

う．

自分の興味関心のある研究テーマや研究者と意

見交換できる等の理由から，ポスター発表が増加

してきており，今後もさらに増えていくものと思

われる．そこで，さらに魅力的なやり方を工夫し

ていただけることを期待しております．

日本体育学会ポスター発表傍聴記

大場ゆかり（九州大学大学院人間環境学研究科）

ポスター発表会場は，口頭発表会場とはやや離

れた場所に設置されていましたが，書籍や機器の

展示会場と隣接していたこともあり，非常に多数

の来場者があったように思います．また，多くの

発表者が，発表時間とは関係なく，かなりの長時

間にわたって，訪れた質問者との活発なディス

カッションを展開し，会場内は熱気に満ちていま

した．ただ，掲示場所が狭く，発表者がポスター

の前で説明をしたり，ディスカッションをせざる

を得なかったため，掲示されているポスターを発

表者自身が遮ってしまわなければなりませんでし

た．これだけ多くの来場者があると，発表者が

ディスカッションをしている傍らで掲示されてい

るポスターそのものの意義が大きくなってくると

思います．その点について考慮して会場準備をし

て頂けたらよかったのではないかと思います．

体育学に関連する様々な領域の先生方が参加し

ている体育学会ならではの，分野を越えた交流が

できたことも，非常に意義深いことでした．発表

終了後に，数人の発表者に尋ねてみましたが，体

育心理学以外にも，社会学，生理学，測定評価，

バイオメカニクス，保健，統計学等々，様々な分

野の方からの質問や意見をいただけた，とのこと

でした．これは，ポスター発表が体育心理学だけ

ではなかったからではないかと思います．同じ会

場内で，書籍や機器の展示がされていたこともさ

ることながら，同じ時間帯に他の領域（私が発表

しているときはバイオメカニクスでした）のポス

ター発表があったことが，普段はなかなか交流を

持つことのない，体育学の他の領域の先生方との

出会いに結びついたのだと思います．このこと

は，発表者にとって，非常に大きな収穂になりま

す．ポスター発表は，特に，発表を聞きに来てく

ださった先生方と直接，密度の濃いディスカッ

ションをすることができますが，その上，体育心

理学以外の先生方ともそのようなディスカッショ

ンをすることができる機会を得られるということ
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は，アプローチの違いこそあっても,l司じ問題に

ついて取り組む方との意見交換ができ，新たな視

点や考え方のヒントに結びつくと感じているから
です‐

今回のポスター発表は，体育心理学の口頭発表

を時間が重なっている部分がありました．そのた

め，在席責任時間中にされている口頭発表を聞き

に行くことができませんでした．このことは，非

常に残念でした．今後は，ポスタ一発炎と11頭発

表を別の日にする，午前と午後で分けるなど．時

間が重ならないようなTjとをしていただきたいと

思います．発表数が多く，会場準備やスケジュー

ル設定など，大会事務Ajのご/'1:労は多々 あると思

いますが，この点についても拶瞳して腫けると．

ますます盛会になるのではないかと思います．
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ボスター発表の一コマ

(写真左から2番目が大場ゆかﾚﾉ氏）

鯉川なつえ氏
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＜イブニング。シンポジウム報告＞

10月7B:D5会場(18:10～19:30)

スポーツ社会心理学研究会企画

｢体育。スポーツ心理学における社会心理学的アプローチ」

今回のシンホジウムは，「研究会をもう少しオー

プンに」という邸i111分ｲ:|･会会jiの}好を背最に，日本

体育学会第501n1i氾念ﾉ<会／体育・スポーツ関連学

会連合大会の体育,し､理'.;:M'1分判･会シンポジウムと

して初めて企IIIII・'ﾉﾐ施された．参加荷が研究会メン

バーのみの少人数にllまるのではないかと危'|典され

たが，予想外（？）の約30↑'iが参柴し，定刻通り

開始した．シンボシウム（研究会）の開催に当た

り，東京女子体育火'.j』:の阿#l先ﾉkから，研究会を代

表して，本研究会のI没ｼ:の維緯や||的及び本イブニ

ングシンポシウムを弟21111IIの研究会として開催し

たいとの説明が行われた後，以|､､のi活題提供へと進

んだ．

1．「スポーツ選手とゾーシ･ヤルサボート」

土曜裕l1f(大阪体育大学:)

2．「心理的サポートの問題」

阿江美恵了。（東京女)･-体育ﾉ<'承）

3．「個人競技における縦雌'|'kl

林智久（筑波大'､j4:/<判淀）

土屋先生のネットワーク分析の手法の紹介やミー

ティング場面での橘用の11~能性に対･して，サポート

の目的の明確化，誰がサポートを実施するのか，サ

ポートに対する避乎の依ｲj'|ゾliへの剛噸など様々 な質

疑応答が行われた．また．チーームのサポートを実践

伊藤豊彦（島根大学）

している立場から，阿江先生は，心理的サポート

の専門家が不足していることや本来のサポートと

研究との関係における問題点などを指摘された．

これに対しては，フロアからの指摘にもあったよ

うに，いかにして指導者・選手との信頼関係を構

築するのかやサポートチームを組んで対応するこ

となどが今後の亜要な問題点になっていくと思わ

れた．

また，林先生の発表に対しては，集団の視点か

ら個人競技を分析することの重要性や多様な視点

からの分析の必要性が述べられるなと・，活発な質

問や意見交換が行われ，アッという間に予定の時

間が経過した．

全体を通して，今回のシンポは，研究会をオー

プンにするという目的を持って開催されたことか

らいくつかの問題点も残された．まず，研究会の

メンバーに対しては，各自5分程度の持ち時間で

自己紹介をかねて興味関心のあることを報告する

という予定であったが，時間不足から折角の資料

も配布だけに止まった．一方，通常のシンポを期

待して参力11された方にとっては，テーマが暖昧で

期待外れに終わったのではないかという点であ

るいずれも研究会事務lij(蕊者自身）に起因す
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る問題であり，このようなシンポが今後継続され

るとすれば十分な計画と準備が必要と反省してい

る．ただ，始まったばかりの研究会の紹介と参加

の呼び掛けという目的は，このような機会を与え

ていただいたことで十分達成されたものと感謝し

ている．

なお，当研究会では，新潟大学の森先生のご尽

力でメーリングリストを運用している（アドレ

ス:sspm@birdie.ge･niigata-u.ac.jp)．すでに

研究会の開催通知や研究上の議論などがメールを

10月7B:D7会場(18:10～19:30)

通して行われているが，届ながらにして会興に質問

したり，意見交換ができるなと'，新しい研究会活動

が日常的にできるものと期待している．

今後は，従来のミーティング形式の研究会開催と

合わせて，多様な研究会活動を実施したいと考えて

いるので，体育．スポーツの社会心理学的研究に関

心のある方は，是非上記アドレス，もしくは伊藤

(itotoyo@edu・shimane-u.aC.jp)までご連絡を

お願いします．

スポーツ動作法研究会企画

｢スポーツ動作法を体験する」
星野公夫（順天堂大学）

本シンポジウムでは，前半30分で，星野が動作

法の基本的な考え方を大急ぎで述べ，残りの60分

を飯島（順天堂大学）の模範の下に，参加者がベ

アを作I),互いに指導・援助しあいながら，動作

法で動作を遂行する際の実感を体験し合った

参加者は，動作法関係者を除い35名あり，会場

は満席であった．年齢層も幅広かったが，特に若

手が多かったまた，心理関係者の他に，コー

チ，選手等の実技関係者が予想以上に多く参加し

ていた．

まず始めに，星野が「訓練場面で，動作課題解

決の過程における動作体験の仕方をより良いもの

に変えることを通して，日常生橘での体験の仕方

を変えるつまり，心理的変容を図る」とする動

作法の目的を説明した．また，人間は自分の動作

への気づきが低いこと，人間の動作は不完全であ

ること等，動作法実施で得られた知見を述べたが，

一見，話の内容が通常の常識と離れすぎているため

か，参加者には理解しがたいと言うよ|)ぴんと来な

いようであった．

心理的な変容を一回で体験するのは離しいので，

内容を動作の変容に焦点を絞った．参加者の1人に

出てもらい，片脚で立ってもらった．上げた脚の側

の肩を軽く押し下げると崩れてしまう．もっとしっ

かり立つよう指示しても同じであるそこで，舗者

が相手の腰を持ち，重心が支持脚に乗るよう腰を移

動させると，今度はびくともしない．本人は呆気に

とられていた．次に自分でやらせるとできない．ま

た筆者が手伝うとできる．この時，足の裏や腰回し）

の感じに注意するようにヒントを与えた、その後，

自分でできた．

このデモンストレーションで，人間の動きは不完
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全で，しかも気づきが低いことが納得できたようで

あった．また，動作は自分で自分の身体を操作する

と言うことも改めて納得できたようであった．場所

が椅子席のため，動作法のごく-一部しかできなかっ

たので，重要で，しかも，技能の維得・向上に有益

な課題を行った．

実地では，まず，府を動かしながらリラックスす

る訓練を行った．うまくいったところでは，

「お－」と言う声も挙がった．今までとは全く異な

る肩の軽さを実感した驚きや戸惑いを感じたようで

ある．その感じの後に，肩のリラソクスによる快を

10月8B:C2会場(18:10～19:30)
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実感したと言う人が多かった．踏み締めの訓練で

は，腕を引き下ろされる力に対する抵抗力が訓練

前後で全く異なることに驚いたようであった．最

後の片脚立ちでは，参加者の多くが，重心移動の

ほんの僅かな違いで，安定感が全く異なることを

実感したようであった．

何人かの選手・実技関係者から，動作法は実際

に練習や試合で使えそうだとの感想が述べられ

た．

臨床スポーツ心理学研究会企画

「身体からこころへ」

1991年に発足し，毎年体育学会開催期間中に実

施してまいりました「臨床スポーツ心理研究会」

も，この50回記念大会で第9111を数えるようにな

りました．今回は下記の2つのセッションを企画い

たしました．

＃1実践紹介；

「ダウン症児への動作法を用いた水泳指導」

報告者；飯島正博先生（順天堂大学）

司会者；星野公夫先生（順天堂大学）

＃2事例検討；

「長期にわたる競技者への相談事例」

報告者；鈴木壯先生（岐阜大学）

司会者；中込四郎先生（筑波大学）

以下世話人として気づいたことなと．を交え，会の様

子をご報告をしたいと思います．

士屋裕睦（大阪体育大学）

1.「大盛会，だけど…」；今回は76名以上の参

加があり，これまでに類を見ないほどの盛会でし

た．この数字は，受付で名前を記入していただい

た新規の方（46名）と既会員参加者（30名）の合

計であり，実際は新規会員の手続きが完了できな

いまま研究会が開催されたため，これ以上の参加

があI)ました．セッション1の後に世話人が参加

者をカウントしただけでも82名の参加がありまし

たが，その後入室された方もいたようです．今回

の研究会はイブニングシンポジウムとして開催

し，プログラムに「身体からこころへ」といった

標題と企画主旨を掲載したことが関連し，多くの

非会員の参加がありました一方で開催時間が評

議員会とバッティングしたため，参加希望の既会

員の方にはご迷惑をおかけする結果となりまし

た．
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2．「資料だけ欲しい」：非会員の方からも注目

していただけたことに関連し，「興味はあるが他

に予定があるので，資料だけ欲しい」といわれる

方が多く，受付が混雑しました．資料配布のみは

できないことをご了解いただくと同時に会の主旨

をご理解いただくのに時間がかかり，新規会員の

受け付け業務に支障が出ました．その結果，すべ

ての参加者のお名前を把握できなかったことは世

話人として反省材料となりました．「事例を語

る」話題提供者にとってかなりの負担になったの

ではないかと思うと大変申し訳なく思います．受

付については万全を期したつもりでしたが，予想

外の反響の大きさに戸惑い，また一般的な「情

報」についての考え方と私たちが行なっている

「事例を味わう，体験・研修としての研究会」と

の間でギャップのあることを強く感じました．

3．臨床スポーツ心理への関心：前述の新規会員

の手続きの中では「研究会で取り上げて欲しい事

例」をお尋ねしましたが，ほとんと．の方が「ス

ポーツ選手への心理相談」を上げていました．研

究会終了後，今回初めて参加された先生より「こ

の研究会は一体，何だったんだろう」といった感

想を頂きました．初めて動作法の実際を視聴し，

心理相談事例の検討会に参加された方にとっては

自然な感想かと思いました．今回はリスクを覚悟

したうえでイブニングシンポジウムとして公開し

ましたが，この意味でメリットもあったと考えて

います．この領域への関心が，教条的・一一義的に

広まるのではなく，いろんな形で発展することを

願っています幸い今回も話題提供者・司会者

フロアーに恵まれた形になり，この領域へ関心を

もって下きる体育関係者には本研究会の一端を体

験していただけたのではないかと思います‘しかし

ながら，今回のような時間枠では到底｜分な検討・

ディスカッションを行なうことができず，今後も学

会時に本研究会を開催するなら，時間枠の確保が大

きな課題になると巷えられます．なお，他に「ス

ポーツセラピーの'II例・動作法の‘〃例」「コーチン

グの事例・トレーナーの､li例・休汀授業の'1;例」に

ついても取り_上げて欲しいという希望が多く出され

ていました．また，研究会終｣'後には．発足､'1初よ

り本研究会を支えてIくさっている太ill識男先唯の乾

杯により懇親会を行ない,'l･,ii雑交換･･というより多

いに飲んで語り合いました．

以上，事務局としてI又劣も念め，思いつくまま研

究会の報告を致しました．岐後になりましたが，今

回は特に，学会事務肘である帥i(大学および分科会

事務局のご協力なしでは開催できませんでした．ご

関係の先生方にこの場を階りて感謝いたします．

－
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10月10日 D4会場(18:10～19:30)

メンタルトレーニング。応用スポーツ心理学研究会企画

「競技力向上のメンタルトレーニング」

このシンポジウムは，研究と現場のギャップを埋

めることをIごl的に．現場のコーチたちがと‘のように

して研究を応Ⅲ]LたI)橘用しているのかを紹介する

形式だった．

巌初に,lfll祭スホーヅ心理'j::灸から派′kしたIEI際

メンタルトレーニング'γ:会や北米スホーソ心瑚学会

から派生した刷際応川スポ-､y'L､III!'､i逢会を中心とし

た世界におけるメンタル|､レーニングの動li1が紹介

された．特に，従来の研究中心の‘歌会から現場での

応用を目的としたllt界の動li'lとそれにⅨち遅れたl1

本の現状の説明があった．また現場ではスポーツ心

理学の背景のないII本式メンタルトレーニングが現

場のコーチや選手を混乱ぎせている現状報告もあっ

た．

次に，現場での応IMや質の向l.をII的に,1994

年からスタートした「メンダルトレーニング・応用

スポーツ心理学研究会」の涌動報牌がされた．引き

続き，現場のコーチがビデオを使用してメンタルト

レーニングの実践報告がされた．

1．ユニバーシアードで金メダルを礎得した日本

代表サツカーチームのビデオと儲督からの実践例

報告

2．関東2部5位の青山学院大学サッカー部のメ

ンタルトレーニング実施3年間の結果（リーグ戦

優勝・総理大隠杯準優勝）と心理テストによる

データとその効果が部長兼コーチから報苫され

た．

3．プロ野球広島の}千l巾投手を育てた大商学:I¥|高

高妻容一（近畿大学）

校野球部監'餅がプロのマウンドで心理的スキルを

満用して沽耀（完投）している田中投手のビデオ

を使いプロの試合での実践例報告．

4．春の甲子園大会に出場した高田高校のメン

タルトレーニングを応用した甲子園練習（心理的

準術やイメージノックなど）のビデオを見せなが

らの実践例報告．

5．メンタルトレーニングを導入して4年目に

大阪府・近畿大会で優勝した大阪産業大学付属高

校野球部の監督から実践例報告．

6．50連敗後にメンタルトレーニングを導入し，

その年の5冠（5つの大会優勝）を達成した近畿

ﾉ<学に勝った京都大学野球部の実践例がコーチか

ら報告された．

7．高校の体育科の授業でメンタルトレーニン

グを実施している汎愛高校の例を野球部の監督が

報告した．

8．（株）ミズノの社員が企業から見た研究と応

用のギャップや動向などの報告があった．

質疑応答において会場からの質問として，「メ

ンタルトレーニングを実践してマイナス面はない

のか？」があI),現場のコーチたちから「ほとん

と§ない」との応答があったまたある研究者から

は，「現場では，ここまで応用や実践をしている

とは思わなかった」などのコメントがあった．シ

ンポジウムは，予定時間を20分オーバーするほと：

盛I')上がり，参加者は68名ほどあり，その後の懇

親会でも12名が参加し,多くの情報交換がされた
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＜学会傍聴記＞

日本体育学会第50会記念大会に参加して

森におおわれた山々ではもう

身ぶるいさせる茶色がきざしている

友よ，秋は近い．

秋は，もう森のふちで待ち伏せながら，ながし目を

送っている．

－／、ツセ

残暑が厳しかったこともあり，ようやく訪れた秋

の涼風は身体だけでなく心にも安らぎを与えてくれ

る．緑豊かな駒場のキャンパスでは，ヘッセの記述

そのままの光景がわれわれを迎えてくれた．平成

11年度の日本体育学会は，第50回の記念大会とい

うこともあり，体育の日を挟んで5日間，早朝から

円が暮れた後まで，研究発表が活発に行なわれてい

た．私にとって，日本体育学会で発表をすることは

初めての経験であり，どのような方々がと“んな意見

をたずさえて自分のポスターを見に来てくれるの

か，大変楽しみであった．そんな本大会の体育心理

学ポスター発表会場で，若輩ながら私が感じたこと

をここで綴ってみようと思う．

l幅広い分野の研究者が発表会場に集まることが，

本学会の大きな特徴である．たとえば，私のポス

ター発表には，コーチ学，運動生理学や体育教育学

の方々が足を運んでくれた．おかげで，普段とは異

なった視点から自分の研究を見ることができるよう

になり，私にとって大きな収穫となった．もちろ

ん，私も可能なかぎり彼らの発表に足を運び，分野

荒井弘和（早稲田大学大学院）

を越えて交流していくことを約束した．このような

交流が可能になるよう，異なる分野の研究者と談論

ができるようなポスター発表を行うことが重要であ

ると思われた．異なる分野の研究者が理解しやすい

ようなポスターを作ることだけでなく，研究者自身

が，「これは連う分野の研究だから」と，最初から

ふるいに掛けることなく，自らの興味に拠って研究

発表に足を運ぶことが必要であろう．分野を超越し

た談論が，研究者自身はもちろん，本',j全会の発展に

もつながることは疑いない．

近年，「健康増進の手段」としての体育・スポー

ツという視点の研究が増加しており，本大会でもそ

の傾向はますます顕著であったと思われる‐その一

方で，アスリートを対象とした「競技,世向」の研究

も根強い．多種の競技にわたってデータを収集して

いる研究，－－つの競技のみを深く考察した研究な

ど，それぞれの切り口から興味深い発表がいくつも

あった．この二つの視点一「健康スポーツ」と「競

技スポーツ」－は体育心理学を二分しており，また

体育心理学をより幅広く魅力あるものにしている，

実際，健康スポーツを研究している私も競技スポー

ツの研究発表にたびたび足を運び，興味深い知見に

触れることができた．二つのうちどちらにも偏って

いないことが，本学会の興味深いところであし)，ま

た，そうであるべきだとも感じた．

今回，私が最も嬉しきを覚えたことは，発表会場

のあちこちで異なる視点を持った研究荷たちが澗発



に議論し，交流を深めていたことである．体育心理

学を支える二つの視点を持った研究荷たちが互いに

交わり，互いに刺激しているかぎI)､体育心理学の

将来は明るいと強く確信して，会場を後にした．
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(文末ではありますが，事務局の皆様ならびに本大

会のスタッフの皆様に深く感謝いたします．ありが

とうございました．）

日本体育学会第50回記念大会に参加して

一般発表やシンポジウムについての詳細な内容や

感想等は，座長や司会をなされた先ﾉ|方が報告され

ていますので，ここでは本学会の参加肴として感じ

たこと・思ったことをそのまま沸かせて頂きまし

た．

体育学会初日10月7日9:00からの発表のた

め，前日に東京入りした私が予約したホテルに無事

たと､り着いたのは，日付が変わるほんの30分前で

あった．明日（今日？）の発表に備えて，早めに

ベッドに潜り込んだ今までの維験から，発表前日

はなかなか眠りにつきにくかったのだが，今回は

ビールの力を借りたため，すぐ"に意識が薄れていく

のが分かった…．

翌日，広島から出てきた私にとっては貴重な体験

となった朝の通勤ラッシュに操まれながら，体育学

会の会場がある駒場東大前駅に到着した．駅の正面

に大学があるという便利さに羨みながら，駒場キャ

ンパスの中に入っていくと，銀杏の何とも言えない

香に包まれ，その瞬間に先程感じた羨ましさは私の

意識の中からすっかり掻き消えていた．

キャンパス内の地図を便りに発表会場へと足早.に

急ぎ，いよいよ発表ll寺間となった．適度な緊張感を

味わいながら，改めて教室内を見渡すと，例年以上

田島誠（広島大学大学院生物圏科学研究科）

に人が入っていることが分かり，多少の嬉しさを感

じながら発表を始めることができた．しかし，発表

終了後，知り合いの先生に朝早くから聴きに来て頂

いた御礼を述べると，「他に行くところがなかった

からね．」というにべもない返事が返ってきたのを

私は今でも覚えている（冗談だったとは思っている

が,．．）．

今年の体育学会は50回という節目の記念大会と

いうこともあり，体育心理学専門分科会も例年以上

の様々な企画が用意されていた．一般発表には，口

頭発表とポスター発表があり，専門分科会企画の特

別講演やその他のシンポジウムも大変充実してい

た．10月7日は，自分の発表が終わった後，他の

口頭発表を興味深く聴き，次にポスター発表の会場

へと足を向けた．会場となった体育館の一角には，

様々に彩られたポスターが所狭しと張り出され，そ

の前では何人かの先生方が熱心に演者と討論してお

り，その周りを大勢の人たちが取り囲んで聴いてい

た．かくいう私もその他大勢の中の一人だったわけ

であるが，質問の一つもできなかったことが悔やま

れてならない．

7日の午後から8日にかけては，シンポジウム等

を中心に聴いて値1つたが，特に個人的に印象深かつ
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たのは特別講演の「からだの自由と不自由」であっ

た．お恥ずかしい話であるが，このテーマを見ては

じめは身体障害についての講演かと勘違いしたのだ

が，その内容はエネルギー消醤効率から捉えた歩行

パターンの形成についてであり，自分の研究とは多

少なりとも関係していたため，大変興味深く聴くこ

とができた（帰宅した翌日に，長崎先生の「からだ

の自由と不自由」という本を購入したのは言うまで

もない）．その他，流行のメンタル・I､レーニング

や社会,L､理学的な観点からの健康スポーツについて

など，実際の現場において体汀心1IW:が扣うべき役

割を改めて考えさせられた

帰路の途｢'.，渋谷の駅で15(:､m<.らいの厚底

ブーツを履いた女性を数人兇かけた‘彼女たちの歩

行パターンはとても効率的とは‘;､い難く、危なっか

しいものであった．腱崎先生の効:ｷfによる歩行パ

ターンの同定も，彼女たちのファソシヨンにかける

想いまでは計算に入れていなかったなあと感じなが

ら，その奇麗な脚をしばらく1.lで追っていたのは私

だけではなかったはずである．

日本体育学会第50会記念大会に参加して

10月7日,5日間にわたる日本体育学会の初日で

あるいい天気だなあと目覚めて，心がウキウキし

ていることに気がついた．なぜなら，東京大学駒場

学舎までの道のりは私にとって小さな旅行だからで

ある．普段は経験しない満員電車に乗り，45分で

池袋に．そして山手線に乗り換えて渋谷までさらに

揺られること20分．最後に井の頭線に乗り，流れ

ていく景色を眺めながら揺られること約5分，やっ

と目的地に到着した．渋谷のすぐ"近くにこんなに緑

があったのかと感心するほど，駒場学舎は緑が多

く，きながら都会の中の小さな森のようだった．し

ばし緑の木々が持つヒーリング効果を楽しみなが

ら，校舎の中へと進んだ．

本大会は，50回の記念大会で多くのイベントが

開催され，学際的な研究も数多く，大変充実した

ものであったと思われる．このような大きな学会に

岡浩一朗(早稲田大学人間科学部）

参加する楽しみは，述ﾉjでがんばっている仲I剛に

逢えること，自分の視野をIムげるような刺激を受け

られる場であるということ，そしてなによl)楽しく

飲めることである．私『l身は雌後の楽しみを一番重

視しているような気もするが・・・．また，本大会

では，自分がシンポ，ジウムで発表を行うというこ

ともあって，その準備や打ち合わせには多くの時間

を割いた．そんな昨l･1までの'|皇沽を思い出しなが

ら，“うまくいくといいな”と，夕方のシンポジウ

ムに向けて心地よい緊張感を覚えていた．

本大会の目的は『体育学・スポーツ科学の領域専

門化と総合化の両立をめざして』であったこの

『専門化と総合化」ということは，．-一見相反するこ

とであるように思われるが，学際的な研究や実験

を行う上では非常に大切なことであると私は思う．

なぜなら，自分の専I111分野を極めるのは大切なこ



とであるが，視野が狭くなってしまっては新しいア

イデアなどが浮かんでこないと思うからだ．そう

いった意味でも，本大会はﾉﾋ理学系，心理学系，ス

ポーツ体育系，方法兼系まで多くの分野のスペシャ

リストが揃っておI),研究をマクロ．およびミクロ

な視点でとらえるよい機会であったと思う‘

他の領域の共催シンポジウムにも出席したが，子

と'もの学習指導要領の検‘汁から,鮒齢番の健康・ス

ポーツまで幅広く，様々な分野の出席荷からたくさ

んの意見がでて，とても刺激的かつ柔i飲なシンポジ

ゥムであった．私逓の主催したシンボシウムでも，

多くの先嘘方から征llな兇をいただき,|剛じ領域で研
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究をしている先生，または他領域で研究をしている

先生方の有意義な情報交換の場なったと思う．

3日間は長いようであっという問に終わってし

まった．しかし，小旅行も3往復もしたので良い気

分転換になった第50回であった本大会は，私だ

けでなく多くの研究を志す人たちに刺激を与えたの

ではないかと思った今日のこの充実感を来年の体

育学会でも感じられるように，明日から普段の生活

に戻ろう．そして，ここで感じたものや発見したこ

とを今後の研究活動に生かしたいと思った

学会会場の一コマ

(ボスター発表会場の体育館にて）



IV. 日本体育学会第51回大会案内



1．日本体育学会第51回大会（奈良女子大学）の内容案内

1）総会

日時：10月9H(II)9:30～10:30

会場：記念館

2）キーノートレクチャー

日時:10月9日(II)10:30～12:00

会場：記念館

テーマ：「運動制御の階孵秩序」

司会：関矢寛史帖鳥人学総合科':jx:部）

演者：調枝孝治(1女島大学総合科学部）

3）一般口頭発表・

日時:10月7-811

会場:E108(口頭）

ポスター発表

体育館（ポスター）
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運動制御の階層秩序

調枝孝治（広島大学総合科学部）

運動制御、階層秩序、相補性、秩序パラメータ、ゆらぎ

1）運動の多様性と複雑性の次元

運動スキルの学習は、人間の運動能力の多様性

(diversity)と複雑性(complexity)という二つの次元で

発展的な展開がみられる。運動学習で習得される多様性

とは、運動要素の数の増大を意味する。それに対して複

雑性とは､運動要素間の相互作用の数の増大を意味する。

そして、前者は運動能力の量的増大に、後者は運動能力

の質的増大に関心が向けられる。

通常、体育やスポーツの分野で運動能力の向上と呼ば

れている内容は、運動の多様性と複雑性の両次元につい

てのパフォーマンスの向上を指している。しかし、過去

の運動学習や制御の研究は、どちらかといえば、運動の

多様性についての研究や教育が支配的で、運動の複雑性

に関する体系的な研究はこれからというのが本音であ

る。

本講義では、運動の複雑性の研究上で使用される階層

性(hierarchy)の概念を主軸にして、運動の質的レベル
が向上する遷移ルートを運動制御の階層秩序という観点

から紹介する。

2）複雑系の階層性

階層性が問題になるのは、複雑なシステムの場合であ

る。階層性という言葉は、ギリシヤ語の聖職上の序列を

表す言葉からきており、歴史的には天使の階層、あるい

は教会組織の権限階層を表す言葉である。

いま身近な例として人間の階層性を示すと、細胞、組

織、器官、器官系、有機体、家族、村、町、市、国、世

界、？とその階層を上がって（より複雑に）いくと同様
に、細胞、分子、原子、素粒子、？と下に向かって（よ
り単純に）もその末端は開いたままに各階層が推移して

いく。そのため、その最終的構成要素はついにみつから
ないことを意味している。そして、この階層性は、順次

複雑さを増すような形で、制御の網目が一枚の上に一枚

と重なり構造となっている系である。その様な系では、

全体とか部分とかいう言葉は相対的なものとなる。

人間の運動行動の階層構造としては、反射運動基本

運動、協応運動、熟練運動創造・表現運動という階層

がる。そして、このような階層構造を生成・維持させて

いる機構としては、「固定された規則（下位レベル）と

柔軟な戦略（上位レベル)(Keostler,1969)」や「構造の
保存と解体(Lorenz,1972)」が提出されている。これは、
階層構造の下位レベルはより上位レベルに対して制約が
大きい力鼠上位レベルはより下位レベルより自由度が大

きいことを示している。さらに、不変構造と可変構造

というように二つの対立する機能のダイナミックスは、

自然界のあらゆる階層秩序にみられる普遍的なもので

ある。つまり、階層撰造は、レベル間の相互干渉作用

の制御過程によって特徴づけられるといってよいのだ

ろう。

とはいうものの、階層理論は未発達で問題も多い。

何が各レベルを生成し、何がそれらを分離し、また何
がそれらを結びつけるのか。さらに、異なるレベルの

複雑性を記述するには、異なる記述言語が必要ではな

いのか。これらの諸問題に対して、Fcynmanが言うよ
うに多くの研究者は階層間の関連を見抜くために、上

へも下へも、どちらの方向にも関連を求めて努力して

いるのである。

3）運動制御の階層性

本講義で取りあげる階層レベルは、運動の学習や制
御のレベルでの階層構造である。知覚一運動スキルの
学習段階として、最もポピュラーな階層モデルは、
FittsandPosner(1967)が提出した認知段階、固定段階、

自動段階である。この階層モデルは、ある特定の運動
課題の初期段階から熟練段階までの質的変化を説明す

るものである。さらに複雑な運動スキノレの学習過程の
メカニズムを説明する階層モデルとしては、次のよう

な運動制御の階層モデルがある。

それらは、フィードバック制御、適応制御、さらに
自己組織制御という階層モデルである。ここでは、こ

れらの制御レベルの特徴を簡単に示しておく。フィー

ドバック制御レベルは、誤差検出と誤差修正による機
能安定化が主要な役割である。また、過剰学習による

冗長度の増大がフィードフォワード制御への移行を生

じさせる。この制御レベルは、先述のFittSらの運動
スキルの学習段階モデルに相当する制御レベルである。

適応制御レベルは、構造を規定するパラメータの変化
に対する調整が主要な役割である。フィードバック制

御レベルでの既習の能力を新しい変化事態に適用する
柔軟さが求められる。さらに予期以上の構造変化に対
処するための自己組織制御レベルがある。自己組織制

御のレベルでは、構造の変化が主題となる。つまり、
既存の運動のやり方そのものを変更し新しい運動パタ

ーンの創発に関係した制御レベルである。

以上のような運動制御の各階層レベルの特質を相互

に関係づけながら、古い重要な問題を新しい観点から
捉えてみることにする。

~1
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日時：平成11年10月8日（金)9:30-10:30

会場：東京大学駒場E-1

体育心理学専門分科会総会次第

1．開会の辞

2．議隆の進l1l

3．報告

1）平成10年度事業活動報告について

2）｜]本体育学会50回大会について
3）その他

4．審識

1）平成11年度決算及び平成12年度予算案について（資料1･2)

2）平成12年度の事業計画について

①日本体育学会第51回大会について
一般研究発表（|］頭・ポスター）

シンポジウム

キーノート・レクチャー

②体育心理学専門分科会「会報」第12-号（通巻40号）の発行について

③そ の 他

3）事務局の交替について

4）その他

5．閉会の辞



54

1．平成11年度事業報告

1）日本体育学会体育心理学専門分科会関係

（1）特別講演

日時：10月8日（火)10:30～12:00

会場：東京大学教養学部駒場キャンパス(E-1)

テーマ：からだの自由と不自由

司会荒木雅信（大阪体育大学）

演者長崎浩（東北文化学瞳l大学）

(2)イブニングシンポジウム企画

日時:10/7-10,各日,18:10～19:30．()内は会場希

10月7日：「スポーツ動作法(D7)｣･「スポーツ社会,L､III!学研究会」(1)5)

10月8日：「臨床スポーツ心理研究会」(C2)

10月10日：「メンタルトレーニング．応用スポーツ心理学研究会」(1)4)

(3)一般発表

口頭発表およびポスター発表：平成1l年10月7EIおよび8H.

発表数：平成11年度54題（口頭発表26題；ポスター発表28題）

(備考：平成6年度55題；平成7年度50題；平成8年度47題；、|え成9年度52題；

平成10年度46題).

(4)総会

日時：10月8日（火）9：30～10：30

会場：東京大学教養学部駒場キャンパス(E-1)

2）体育心理学専門分科会会報の発行

会報第11号（通巻第39号）を8月15日付で発行した．全会員671名および他専門分科会

事務局(12部）を郵送した．
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3）その他の事務局業務報告

事務局業務として，次の事項を遂行した

（1）第50回日本体育学会専門分科会連絡会議出席

（2）特別講演講師への依頼．

（3）専門分科会連絡会議および支部長・専門分科会世話役合同会議への出席．

（4）日本体育学会一般発表プログラムの作成，および座長の推薦

（5）発表数54題（口頭発表26題；ボスター発表28題）のプログラム作成と座長の推薦を当

番校に通知した（6/2）

（6）体育心理学専門分科会会報の原稿依頼編集，および送付（8/15）．

（7）名誉会員の推薦．飯田穎男・松本諄吉両氏を推薦した（3/15）．

（8）日本体育学会の法人化に関して本分科会評議員に対して関係資料を送付し，その賛否．

理由について意見調査を行った（4/'）．この結果は，既に昨年の本会報（第''号，

p.80)で報告しているその結果,13名から返答があり，賛成12,保留1という意見が

出された．

（9）第50回記念大会イブニング．シンポジウムにおける研究会開催の希望調査（2/24）

(10）「体育学研究」次期編集委員候補者の推薦に対する回答（2/12）

(11）日本体育大学図書館から「曲り角」「日本体育学会体育心理学専門分科会報」

9号）の寄贈依頼があり，送付した（10/30）

2第50回記念大会総会関係（議題）

1）平成12年度の事業計画について

（1）日本体育学会第51回大会関係

（2）体育心理学専門分科会会報第12号（通巻40号）の発行

（3）次期分科会事務局交代について（名古屋大学を推薦する旨を提案）

（4）第51回大会のキーノートレクチャー等の運営は事務局一任する旨，了承

2）平成11年度決算および平成12年度予算案について（別紙資料参照のこと）

3）その他

(第1一
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3速報

（1）日本体育学会体育心理学専門分科会選出の評議員選挙（3月14日通知,4月14日開票お

よび選出），および会長の選出（4/26通知,5/18開票）選挙の絲果（投票率15.8%;

会員数671名；回答数106名），平成13．14年度における体育心理学専門分科会選出の評

議委員は下記の先生方に決定し，学会本部に提出した今回選出の評瀧員22名には，本

分科会運営委員も兼任していただくこの結果評議員22名が選出され会則第10条に基

づき評議員の互選により会長1名（徳永幹雄氏）が選出された

中込四郎

岡沢祥訓

佐久間春夫

杉原隆

竹中晃二

徳永幹雄

和胴尚

山 本勝 昭

山 本裕 二

吉1I1茂

(ABClll負，敬称略）

江
木
枝
田
越
本

阿
荒
調
藤
船
橋

１
２
３
４
５
６

美恵子

雅信

孝治

厚

正康

公雄

猪俣

石井

伊藤

伊藤

近藤

工藤

公宏

源信

政展

豊彦

充夫

孝幾

19

2(）

21

22

７
８
９
０
１
２

１
１
１

３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

(2)次期専門分科会事務局（平成13年度-16年度：平成12年学会終了時から平成16年学会終

了時の4年間）の交代について，現事務局から西田保・山本補二・竹之内隆志各先生

（名古屋大学総合保健体育科学センター）に打診し，了承をえられた．引き続き，評議

員に賛否を求めたところ(5/17締切,5/18開票),賛成意見多数(18/22)であった．本件

については，第51回大会（奈良女子大学）総会において議題として検討される．

（3）日本体育学会奨励賞に本専門分科会会員の土屋裕睦氏（大阪体育大学）が授与された

これは，「体育学研究」（1998,45巻,p133)誌~上の「総会議事要録」で報告されて

いる．

奨励賞受賞論文：大学新入部員をめぐるソーシャル・サポートの縦断的検討：バーナウト抑

制に寄与するソーシャルサポートの活用法

体育学研究2000，42：349-362‘
’
1

坐
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4．平成11年度決算および平成12年度予算案について

【資料1】

平成11年度決算報告（自平成10年度総会至平成11年度総会）
○収支 決算書

款

収入の部

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(8)

支出の部

当期支出合計(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)

○収入の部

E~~司蔚
・前年度繰越金

・年度会費

シンボジストより返金

郵便貯金（利息）

｜
|，

L体育学会専門分科会補助金

bo収入合計(B)

○支出の部

E = ’

分科会会報関連費用

シンポジウム等関連経費

－

・ボスター発表負担金

_畠_茎務局事務費

－

・通信費

・当期支出合計(C)

｜・予備費(B)-(C)

'○支出合計 ’

小計

小計

項目

印刷費

郵送料

会報作成補助費

写真現像代

謝礼（特別寄稿）

謝礼（講師）

謝礼（傍聴記会報寄稿者）

専門分科会懇親会補助

小計

文具．コピー，封筒印刷費等

発送業務・資料整理等

会員・評議員連絡費

｜予算案

779，001

917，852

1，696，853

1，696，853

1,100,000

596．853

…「差額一一

766，384

917，852

1，684，236

1，684，236

801，387

882，849

12，617▽

0

12．617▽

12，617

298，613

285，996△

▽減収△超過

l決算｜ー｢~－－｜予算案説明

’917,852917,8520
1650,000636,00014,0001000円×636名

0 00

1384383△

’129,000130,0001,000△

'1,696､85311‘684.2361ー’
△増収

｜予算案 ｜決算｜■曇■■
’450，000446，8013，199‐

252,000750部印刷

157㈱390654部発送

30，000

7，411

250,000231,50018,500

31，5001．05万×3名

130,000講演・お車・お食事

70，0000.5万×14名

0開催なし

100､0000100，000'今年度負担なし

150，00093，466－56，534

|150,000

1,',00,000
’596,853

11,696,853

131466

，80，000

129,620120.380"
|801､387298613
1882,84912859964

'1684,2361112,61711
△詔渦

収入一支出
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【資料2】

平成12年度予算案（自平成11年度総会至平成12年度総会）

○収入の部

｜

F雨犀度繰越金
|､年度会費

|,郵便貯金(利息）
|・体育学会専門分科会補助金｜
|､当期収入合計(A)
'○収入合計(8)･

○支出の部

款 項目

一一｜印刷賀,郵送料,会報作成補助費等･分科会会報関連費用

シンポジウム等関連経費 小計

|前章度度決算｜予糞案｜…
917,852882,84935,003

636"000640,000.4,000

38413831

130､OOO130,OOOO

766,384770,001｡3,6171
1,6842361､652,85031,3861

△地収

|前年度度決算｜予算案

|44680]1450.000
'L_差霞二

3，199

’ 231,500 250,000 18，500

謝礼（学会講師，司会，会報原稲協力者等）

専門分科会懇親会補助

シンポジウム打ち合わせ補助等

|・ポスター発表負担金

|･事務局事務費
|・通信費
|､当期支出合計(C)

ー
p支出合計

文具，印刷聾,発送業務・資料整理衝等

会員・評議員連絡費等

0

93，466

29,620

801,387

882，849

1,684,236

100,OOO

150,000

150,OOO

1､100,000

552,850

1,652,850

100,000

56，534

120,380

298，613

320,999

31，386
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編集後記

会報第12号（通巻40号）を会員の皆さまにお送り致します．

本号の「はじめ」にも触れましたように，私どもが責任担当として発刊する

最後の会報となりました．年に1度の発刊でありましたので，最新の情報を盛

り込むというよりも，もっぱら各年度の学会等での分科会関連の活動記録を残

すことを主な目的として編集してまいりました．そのような中にあって，特別

寄稿としていただいた原稿は，各号の会報を興味深いものにしていただくこと

ができました．この場を借りて，重ねてお礼申し上げます．

今後も本会報の中で多くの会員の「顔」が見えるよう積極的な参加を期待い

たしております．それでは次期事務局にバトンタッチいたします‘「ありがと

うございました」．

平成12年8月
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